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1.スリーブエ事
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付
０
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施
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の

ポ
イ

ン
ト

１
.
 ス

リ
ー
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取
付
位
置
・
構
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寸
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造
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と
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勾
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工
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ー
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リ
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落
と
し
込
み
工
法
の
場
合

、
鉄
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付
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ス
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付
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又
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梁
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ス
リ

ー
ブ

工
事

箱
入

れ
・
鉄

筋
補

強
０
１
-０

２

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

1
.
 以

下
を
原
則
と
す
る
。

・
梁
背

が
６

０
０
m
m
未
満
で

穴
径

m
m以

上
離
す
。

か
つ
穴

と
穴
の
面
寸

法
で
３

０
０

平
均
径

の
３
倍
以
上
芯
々
で
離
し
、

合
、
３

個
以
下
と
す

る
。

穴
径
が

梁
背
の
１
／

４
以
上

の
場

梁
背
の
１
／
３

円
形

　
が
５
０
m
m以

下
の
場
合
。

・
梁
背

が
６

０
０
m
m
以
上
で

穴
径

　
が
１

０
０
m
m
以
下
の
場

合
。

穴
間
の

間
隔

鉄
筋
補

強
が

不
要
の

場
合

の
穴
の

個
数

梁
一
本

当
り

穴
の
最

大
径

 
穴

の
形
状

Ｒ
 Ｃ

 
造
 
梁
 
貫
 
通

円
形
、
正
方
形
、
長

方
形

梁
背
の
１

／
２

制
限
な
し
。

（
構
造
設
計
者
に
確

認
す
る
。
）

平
均
径
の
３
倍
以
上
芯

々
で
離
し
、

か
つ
穴
と
穴
の
面
寸

法
で
３
０
０

m
m以

上
離

す
。

・
梁
背
が
６
０
０
m
m以

上
で
穴
径

　
が
１
０
０
m
m以

下
の
場
合
。

・
梁
背
が
６
０
０
m
m未

満
で
穴
径

　
が
５
０
m
m
以
下
の
場

合
。

円
形
、
正
方
形
、
長

方
形

梁
背
の
１

／
２

平
均
径
の
２
倍
以
上
芯

々
で
離
し
、

か
つ
穴
と
穴
の
面
寸

法
で
２

０
０

m
m
以
上
離

す
。

構
造
設
計
者
に
確
認
す

る
。

制
限
な
し
。

（
構
造
設
計
者
に
確

認
す
る

。
）
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Ｃ
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図
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大
き
い
径
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３
倍

ス
リ
ー
ブ
取
付
範
囲

1
.
 貫

通
孔
の
取
付
位
置
お
よ
び
許
容
範
囲

2
.
 貫

通
孔
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補
強
方
法
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な

い
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4
-
D
1
3

補
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ス
タ
ー
ラ

ッ
プ

縦
筋

斜
筋

横
筋

Ｒ
Ｃ
造
は

不
可

梁
貫
通

不
可



ス
リ

ー
ブ

工
事

床
開

口
０

１
-０

３

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

１
.ス

リ
ー
ブ
の
床

仕
上
面

か
ら

の
高
さ

は
、
１

０
０
m
m以

上
立

ち
上
げ
る
。

■
要
領
図

1
.
 ス

リ
ー
ブ
取
付

一
般

床
デ
ッ

キ
プ
レ

ー
ト

鋼
管
ス
リ

ー
ブ

ボ
イ
ド

ス
リ
ー
ブ

ボ
イ
ド
ス
リ
ー
ブ

簡
易
止
水
用
ス
リ

ー
ブ

固
定
用
釘
：
３
カ
所
以
上

固
定
用
鉄
板
ビ
ス
：
３
カ
所
以
上

２
.ス

リ
ー
ブ
を
コ

ン
ク
リ

ー
ト

直
押
え

床
に
取

付
け

る
場
合
は
、
床
仕
上

面
よ
り
１
０
m
m低

く
取

付
け
る
。

３
.ス

リ
ー
ブ
を
デ

ッ
キ
プ

レ
ー
ト
床
に
取
付
け

る
場
合
は
、
鉄

筋
を
切
断
す
る
こ
と
に
よ
る
ス
ラ
ブ
の
強
度

低
下
を

防
止

　
 す

る
た
め
に
配

筋
前
に

取
付
け
る
。

2
.
 ス

ラ
ブ
開
口
補
強

開
口

部
切

断
 ｎ

１
本

切
断

 ｎ
２
本

補
強

筋
 Ｄ

１
３

切
断

鉄
筋

１
本

の
(ｎ

１
／

２
)倍

以
上

の
補

強
筋

切
断

鉄
筋

１
本

の
(ｎ

２
／

２
)倍

以
上

の
補

強
筋

3
.
 合

成
ス
ラ
ブ
開
口
補
強

補
強

筋
 Ｄ

１
３

開
口

ａ
ｂ

ｃ
ａ

ｂ
ｃ

ａ
ａ

ｂ ｂ

ｃ
ｃ

ａ
：
耐
力
補
強
筋
（
上

下
ダ
ブ
ル
）

ｂ
：
配
力
筋
（
例
 
D
13
 又

は
 
2
-D
1
0）

　
　
開
口

補
強
筋
も
兼
ね
る
。

ｃ
：
開
口

補
強
筋
（
例

 
D
1
0）

Ｗ
：
４
５
０
m
m
 以

下

Ｌ
：
４
５
０
m
m
 以

下

ひ
び

割
れ

拡
大

防
止

筋
（
メ

ッ
シ

ュ
筋

な
ど

）

（
１

５
０

m
m

φ
を

超
え

４
５

０
角

以
下

）

≒100

≒100

600 以下

600 以
下

Ｌ

Ｗ

開
口



2。 打込配管工事



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

材
料

・
使

用
範

囲
０

２
-０

１

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

４
.合

成
樹
脂
製
可

と
う
管

は
、

防
火
区

画
貫
通

部
に
は
使
用
し
て
は
い
け
な
い
。

３
.消

防
用
設
備
な

ど
へ
の

非
常
電
源
配

線
、
自

火
報
配
線
等
の

場
合
に
は
、
事
前
に
所
轄
消
防
署

と
打
合
せ
を
行
う
。

　
 な

さ
な
い
。

２
.コ

ン
ク
リ
ー
ト

内
へ
の

埋
設

は
、
重

量
物
の

荷
重

又
は
著
し
い
機
械
的

衝
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
と
み

　
 た

だ
し
、
適
当

な
防
護

装
置

を
施
す

場
合
は

、
こ

の
限
り
で
は
な
い
。

１
.合

成
樹
脂
製
可

と
う
管

は
、
重
量
物

の
荷
重

又
は
著
し
い
機

械
的
衝
撃
を
受
け
る
場
所
に
施
設

し
て
は
な
ら
な
い
。

５
.特

殊
な
需
要
場

所
に
つ

い
て
は
、
技
術
基
準

，
内
線
規
定
，

工
場
電
気
設
備
防
爆
指
針
を
参
照
し
決
定
す

る
。

管
種
別

施
工
種
別

電
　
　
圧

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル

種
別

絶
縁
電
線

ケ
ー
ブ
ル

低
圧

回
路

小
勢
力

・
弱
電
回
路

絶
縁
電
線

ケ
ー
ブ
ル

Ｐ
Ｆ
管

Ｃ
Ｄ
管

コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設

隠
ぺ
い
・
露
出
配
管

地
中

埋
設

配
管

コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設

隠
ぺ
い
・
露
出
配
管

地
中

埋
設

配
管

○× ○

○○

○○

○○

○

○

×

○

○

○

○

××
×

〇
印
は

使
用
可

、
×
印
は
使
用
不
可
、
△
印
は
自
己
消
火
性
の
あ

る
合
成
樹
脂
製
可
と
う

管
の
使
用
が
望
ま
し

い
。

２
表

-
普

通
の

需
用

場
所

に
お

け
る

使
用

範
囲

（１
）材

料

（２
）耐

熱
性

・耐
寒

性

　
 せ

て
自
己
消
火

性
を
も

た
せ
た
構
造

の
も
の

が
主
流
で
あ
る

が
、
自
己
消
火
性
を
も
っ
た
材
料

で
作
ら
れ
た
一
層
管

　
 の

製
品
も
あ
る
。

２
.Ｃ

Ｄ
管
は
ポ
リ

エ
チ
レ

ン
，
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ

ン
等
で
作
ら
れ

た
管
で
可
燃
性
の
も
の
が
主
流
で
あ
る
。

１
.合

成
樹
脂
製
可

と
う
管

（
Ｐ
Ｆ
管
）

は
一
般

的
に
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
，
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
等
に
塩

化
ビ
ニ
ル
管
を
か
ぶ

１
.合

成
樹
脂
製
可

と
う
管

及
び

Ｃ
Ｄ
管

に
は
温

度
分
類
上
、
－
５
℃
と
－
２
５
℃
の
２
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
る
。
(
１

表
)

１
表

-
合

成
樹

脂
製

可
と

う
管

の
温

度
分

類
と

使
用

温
度

タ
イ

プ
貯

蔵
及

び
輸
送

の
最

低
温

度
（
℃

）
使
用

及
び
施

工
の

最
低

温
度
（

℃
）

使
用
温
度
範
囲

（
℃
）

無
表

示
－

５

－
２

５
－

２
５

－
５

－
５

－
１
５

－
５

 ～
 ＋

６
０

－
５

 ～
 ＋

６
０



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

施
設
可
能
場
所
・
支
持
間
隔

０
２
-０

２

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

■
要
領
図

Ｐ
Ｆ
管

一
重

Ｐ
Ｆ
管

二
重

Ｃ
Ｄ
管

Ｐ
Ｆ
管

一
重

Ｐ
Ｆ
管

二
重

Ｃ
Ｄ
管

合
成
樹
脂
可
と
う
管
配
線

（
絶
縁
電
線
）

ケ
ー
ブ
ル
配
線

施
工

場
所

コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設

隠
ぺ
い
配
管

露
出

配
管

メ
タ
ル
ラ
ス
・
ワ
イ
ヤ
ラ
ス
・
金
属

張
り
の
木
造
造
営
物
に
お
け
る
施
設

屋
側
配
管

屋
外
配
管
(地

中
埋
設
を
除
く
)

地
中
埋
設
(JIS3653 の

屋
外

配
線
)に

該
当
す
る
も
の

地
中
埋
設
｢電

技
解
釈
第
134条

地
中
電
線
路
｣に

該
当
す
る
も
の

○
○

○
○

○

×××××××

××

××

××
×

××

○
○

○
○

○
○

○

××
×

○
○

○
○

○

○
○

×
×

×
×

○
×

○
×

○

８
.ジ

ョ
イ
ン
ト
ボ

ッ
ク
ス

等
は

、
必
ず

点
検
可

能
な

位
置
に
取
付
け
る
。

７
.立

上
り
、
立
下

り
部
で

の
曲
が
り
部
分
で
配

管
と
型
枠
材
が

接
触
し
な
い
よ
う
、
空
隙
を
確
保
し
配
管
を

固
定
す

る
。

　
 げ

な
い
経
路
対

策
を
配
慮
す

る
。

６
.壁

及
び
、
柱
型

内
立
上

り
時
に
鉄
筋

に
沿
わ

し
て
配
管
し
な

い
こ
と
。
原
則
的
に
鉄
筋
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
付
着
を
妨

５
.コ

ン
ク
リ
ー
ト

打
設
時

に
よ

る
ボ
ッ

ク
ス
の

傾
き

防
止
対
策
を
行
う
。

４
.接

地
を
必
要
と

す
る
系

統
で

は
、
接

地
線
(
緑

色
)
を
入
線
す

る
。

３
.壁

内
の
配
管
は

、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打

設
時
の

圧
力
に
よ
る
管

の
変
形
を
防
ぐ
為
に
、
縦
配
管
と

し
横
走
り
配
管
は
さ

２
.配

管
相
互
の
交

差
を
極

力
さ
け
、
ス
ペ
ー
サ

等
に
よ
り
適
正

な
範
囲
で
上
筋
を
持
ち
上
げ
て
、
管
の
変
形

を
な
く

す
。

１
.コ

ン
ク
リ
ー
ト

内
に
集

中
配
管
を
し

て
、
建

物
の
強
度
を
減

少
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　
 け

る
。

９
.振

れ
止
め
用
の

鉄
筋
と

ボ
ッ
ク
ス
は
、
堅
牢
に
結
束
す
る
。

（
溶
接
で
固
定
し
て
は

な
ら
な
い
）

露
出
配
管

隠
ぺ
い
配
管

管
相
互
及
び
管
と
ボ
ッ
ク
ス
等
器
具
と
の
接
続
箇
所

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
内
（
二
重
鉄
筋
の
中
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
内
（
一
重
鉄
筋
の
上
）

施
設

の
区

分

１
.０

ｍ
以
下

１
.５

ｍ
以
下

接
続
箇
所
か
ら
０
.３

ｍ
程
度

１
.０

ｍ
以
下

０
.５

ｍ
以
下

Ｐ
Ｆ
・Ｃ

Ｄ
管
の
施
設
可
能
場
所
（○

印
）

支
持
間
隔
一
覧

支
持

点
間

の
距

離

打
込
み
ボ
ッ
ク
ス
傾
き
対
策

打
込
み
・隠

ぺ
い
配
管

○

横
鉄
筋
に
結
束

振
れ

止
め
鉄

筋
に

結
束

を
行

う
。

溶
接

で
固
定

し
て

は
な

ら
な

い
。

金
属

製
又
は

樹
脂
製

コ
ン

ク
リ
ー

ト

ボ
ッ

ク
ス
を

使
用
す

る
。

た
だ
し

、

１
０

K
g以

上
の
荷
重

が
か

か
る
場

合

は
、

金
属

製
と
す

る
。

コ
ン
ク

リ
ー
ト

内
Ｃ
Ｄ
管
か
ら

隠
ぺ
い

部
に

移
る
時

は
、
Ｐ

Ｆ
管
・
合
成
樹

脂
管
ま

た
は

金
属
管

に
接
続

替
え
を

す
る
。

(
た

だ
し
Ｉ
Ｖ
線
を

入
線
す

る
場
合

の
み
)

ケ
ー
ブ
ル

Ｐ
Ｆ
管
・
Ｃ
Ｄ
管

Ｃ
Ｄ
管

Ｐ
Ｆ
管



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

管
サ

イ
ズ
の

選
定

０
２
-０

３
■
管
サ
イ
ズ
の
選
定1

２
３

４
５

６
７

８
９

1
0

合
成
樹

脂
製
可

視
管
お

よ
び
Ｃ
Ｄ
管
の

最
小

太
さ
[
m
m
]

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
6

1
4

1
6

1
6

1
6

1
6

2
2

2
2

2
8

2
2

2
2

2
8

2
2

2
8

2
2

2
8

2
8

2
2

2
2

2
8

1
6

2
2

2
2

2
2

2
2

2
8

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
8

1
.
6

2
.
0

2
.
6

3
.
2

5
.
58

単
線

(
m
m
φ
)

よ
り

線

(
s
q
m
m
)

電
線
太

さ
電

線
本

数

1
4

2
2

3
8

6
0

1
0
0

内
規
3
1
1
0
-
２
表

準
用

C
D

2
2

2
8

2
8

3
6

4
2

5
4

3
1

3
9

5
1

6
3

G
P

1
1

1
8

1
2

2
1

1
7

1
4

2
8

4
5

3
6

3
0

1
2

1
5

1
2

1
9

3
5

2
8

2
3

5
5

4
4

3
7

2
6

1
.
6

2
.
0

3
.
2

2
.
6

5
.
58

電
線
太

さ

単
線

(
m
m
φ
)

よ
り

線

(
s
q
m
m
)

最
大
電
線

本
数
(
１
０
本

を
超
え

る
電
線

を
収

め
る
場

合
)

内
規
3
1
1
0
-
５
表

準
用

電
線

太
さ

3
.
2

2
.
6

2
.
0

1
.
6

単
　
線

(
m
m
φ

)

よ
 
り
 
線

(
s
q
m
m
)

5
.
58

1
4

2
2

3
8

6
0

1
0
0

断
 面

 
積

(
s
q
m
m
)

2
8

2
0

1
0 8

4
5

6
6

1
0
4

1
5
4

2
2
7

内
規
3
1
1
0
-
７
表

準
用

電
線
太

さ

単
線

(
m
m
φ
)

よ
り

線

(
s
q
m
m
)

1
.
6

2
.
0

2
.
6

3
.
2

8

5
.
5

Ｃ
Ｄ

Ｇ
Ｐ

Ｃ
Ｐ

Ｅ
Ｐ

1
6

2
2

1
6

2
2

1
9

2
5

E
1
9

E
2
5

6543
5 7 9

1
1

2 3 4 5

5 7 9

1
1

3 4 5 6

5 8 9

1
2

6543
5 7 9

1
1

内
規
3
1
1
0
-
６
表

準
用

管
が
短
く
引
き
替
え
が
容
易
な
場
合
の
最
大
Ｉ
Ｖ
電
線
本
数

管
の

太
さ

(
m
mφ

)

内
断

面
積
の

３
２
％
(
s
q
m
m
)

内
断
面
積

の

４
８
％
(
s
q
m
m
)

内
規
3
1
1
0
-
９
表

準
用

1
6

2
2

2
8

6
7

1
2
0

2
0
1

3
0
1

1
8
0

1
0
1

金
属

管

Ｐ
Ｆ
管

Ｃ
Ｄ
管

1
6

2
2

2
8

2
8

3
1

2
5

2
2

1
9

1
6

表
-１

表
-
４

表
-
６

表
-２

表
-３

表
-
７

１
.同

一
太
さ
の
絶

縁
電
線

を
同
一
管
内

に
収
め
る
場
合
は
表
-
２
、
表
-
３

に
よ
る
。

２
.管

の
長
さ
が
６

ｍ
以
下

で
容
易
に
引
き
替
で
き
る
場
合
で
、
電
線
太
さ

が
８
s
q
m
m以

下
に
あ
っ
て
は
、
表
-
１

　
 に

よ
る
。
そ
の

他
の
場

合
は
電
線
の
断
面
積
（
被
覆
絶
縁
物

を
含
む
）
の
総
和
が
管
内
断
面
積
の
４
８
％

以
下

　
 と

す
る
こ

と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　

３
.異

な
る
太
さ
の

絶
縁
電

線
を

同
一
管

内
に
収
め
る

場
合
は
、
表
-
４

の
３
２
％
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

電
線

太
さ

3
.
2

2
.
6

2
.
0

1
.
6

単
　
線

(
m
m
φ

)

よ
 
り
 
線

(
s
q
m
m
)

5
.
58

補
正
係
数

1
.
2

2
.
0

１
４
 以

上
1
.
0

表
-
５

内
規
3
1
1
0
-
８
表

準
用

内
規
3
1
1
0
-
８
表

準
用

　
 該

当
す
る
電
線

太
さ
を
表
-
５
の
補
正
係
数

で
補
正
し
て
３
２
％
以

下
に
す
る
。

2
8

2
8

3
6

2
8

2
8

3
6

3
6

3
6

3
6

3
6

4
2

4
2

3
6

3
6

4
2

4
2

3
6

4
2

4
2

C
P1
6

2
3

1
9

1
3

2
1

1
5



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

各
種

ボ
ッ
ク
ス
選

定
要

領
０
２
-０

４

１
.間

仕
切
り
厚
さ
に
よ
り
、
上
記
埋
込
位
置
ボ
ッ
ク

ス
が
納
ま
ら
な
い
場
合
は
、
監
理
者
の
了
承
を
得
て
薄
型

ボ
ッ

金
属
配
管

工
事

取
付

位
置

配
管

状
況

位
置
ボ
ッ
ク
ス
の
種
別

取
付

位
置

Ｐ
Ｆ
・
Ｃ

Ｄ
配
管

工
事

取
付

位
置

(22)又
は
(E25)以

下
の

配
管
が
４
本
以
下

中
形
四
角
 
C
-
B
o
x
 
5
4
m
m

又
は
八
角
 
C
-
B
o
x
 
7
5
m
m

配
管

状
況

位
置
ボ
ッ
ク
ス
の
種
別

配
管

状
況

位
置
ボ
ッ
ク
ス
の
種
別

(22)又
は
(E25)以

下
の

配
管
が
５
本
以
下

大
形
四
角
 
C
-
B
o
x
 
5
4
m
m

又
は
八
角
 
C
-
B
o
x
 
7
5
m
m

天
　
　
井

ス
ラ
ブ
内

ス
イ
ッ
チ
用

位
　
　
置
　

ボ
ッ
ク
ス
　

照
明
器
具
用

コ
ン
セ
ン
ト

用
　
位
置
　

ボ
ッ
ク
ス
等

(28)又
は
(E31)の

配
管
が
４
本
以
下

大
形
四
角
 
C
-
B
o
x
 
5
4
m
m

連
用
ス
イ
ッ
チ
３
個
以
下

１
個
用
 
S
-
B
o
x
 
又
は

中
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
4
4
m
m

連
用
ス
イ
ッ
チ
６
個
以
下

２
個
用
 
S
-
B
o
x
 
又
は

中
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
4
4
m
m

連
用
ス
イ
ッ
チ
９
個
以
下

３
個
用
 
S
-
B
o
x

(22)又
は
(E25)の

配
管
が
４
本
以
下

中
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
4
4
m
m

(22)又
は
(E25)以

下
の

配
管
が
５
本
以
下

大
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
4
4
m
m

(28)又
は
(E31)の

配
管
が
４
本
以
下

大
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
5
4
m
m

照
明
器
具
用

等
の
位
置
ボ

ッ
ク
ス
及
び

ジ
ョ
イ
ン
ト

ボ
ッ
ク
ス
　

ス
イ
ッ
チ
用

及
び
コ
ン
セ

ン
ト
用
位
置

ボ
ッ
ク
ス
　

(22)又
は
(E25)以

下
の

配
管
が
４
本
以
下

露
出
丸
形
B
o
x
 
 
8
9
m
m
φ

(28)又
は
(E31)以

下
の

配
管
が
４
本
以
下

露
出
丸
形
B
o
x
 
1
0
0
m
m
φ

連
用
ス
イ
ッ
チ
 又

は
連
用
コ
ン
セ
ン
ト
 が

３
個
以
下

露
出
１
個
用
S
-
B
o
x

連
用
ス
イ
ッ
チ
 又

は
連
用
コ
ン
セ
ン
ト
 が

６
個
以
下

露
出
２
個
用
S
-
B
o
x

連
用
ス
イ
ッ
チ
 又

は
連
用
コ
ン
セ
ン
ト
 が

９
個
以
下

露
出
３
個
用
S
-
B
o
x

隠
ぺ
い
配
管
の
位
置
ボ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
区
分

露
出
配
管
の
位
置
ボ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
区
分

隠
ぺ
い
配
管
の
位
置
ボ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
使
用
区
分

ケ
ー
ブ
ル

工
事

　
天
井

隠
ぺ
い

配
線
で

５
.
５
s
q
m
m
 以

下
の
ケ

ー
ブ
ル

相
互
の

接
続

を

行
う
位

置
ボ
ッ

ク
ス
・

ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス

は
、
下

記
と
す

る
。

　
芯

線
数

の
合

計
が

１
１
本

以
下

：
中

形
四

角
 O

-
B

o
x
 4

4
m

m
　

芯
線

数
の

合
計

が
１
６
本

以
下

：
大

形
四

角
 O

-
B

o
x
 4

4
m

m

位
置
ボ

ッ
ク
ス
凡
例

（
表

中
の
"
B
o
x
"凡

例
）

　
C

-
B

o
x
：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
・
ボ

ッ
ク

ス

　
O

-
B

o
x
：
ア

ウ
ト
レ

ッ
ト
・
ボ

ッ
ク

ス

　
Ｓ

-
B

o
x
：
ス

イ
ッ

チ
・
ボ

ッ
ク

ス

[C
o
n
c
re

te
 B

o
x
]

[O
u
tle

t B
o
x
]

[Ｓ
w
itc

h
 B

o
x
]

　
O

-
B

o
x
 中

浅
：
1
0
2
角

×
4
4
m

m
、

　
中

深
：
1
0
2
角

×
5
4
m

m

　
O

-
B

o
x
 大

浅
：
1
1
9
角

×
4
4
m

m
、

　
大

深
：
1
1
9
角

×
5
4
m

m

　
Ｓ

-
B

o
x
（
１
個

用
～

６
個

用
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
：
1
1
9
×

7
2
，

1
3
8
，

1
8
4
，

2
3
0
，

2
7
6
，

3
2
2
m

m

(16)の
配
管
５
本
以
下

又
は
(22)の

配
管
３
本

以
下

中
形
四
角
 
C
-
B
o
x
 
5
4
m
m

又
は
八
角
 
C
-
B
o
x
 
7
5
m
m

天
　
　
井

ス
ラ
ブ
内

天井スラブ以外（床を含む）

(16)の
配
管
６
本
以
下

又
は
(22)の

配
管
４
本

以
下

大
形
四
角
 
C
-
B
o
x
 
5
4
m
m

又
は
八
角
 
C
-
B
o
x
 
7
5
m
m

ス
イ
ッ
チ
用

位
　
　
置
　

ボ
ッ
ク
ス
　

連
用
ス
イ
ッ
チ
３
個
以
下

１
個
用
 
S
-
B
o
x
 
又
は

中
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
4
4
m
m

連
用
ス
イ
ッ
チ
６
個
以
下

２
個
用
 
S
-
B
o
x
 
又
は

中
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
4
4
m
m

連
用
ス
イ
ッ
チ
９
個
以
下

３
個
用
 
S
-
B
o
x

照
明
器
具
用

コ
ン
セ
ン
ト

用
　
位
置
　

ボ
ッ
ク
ス
等

天井スラブ以外（床を含む）

(16)の
配
管
５
本
以
下

又
は
(22)の

配
管
３
本

以
下

中
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
4
4
m
m

(16)の
配
管
６
本
以
下

又
は
(22)の

配
管
４
本

以
下

大
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
4
4
m
m

(28)の
配
管
２
本
以
下

大
形
四
角
 
O
-
B
o
x
 
5
4
m
m

注意事項

　
 ク

ス
を
使
用
す
る
。

　
C

-
B

o
x
 四

角
中

：
1
0
2
角

×
4
4
，

5
4
，

7
5
，

9
0
，

1
0
0
m

m

　
C

-
B

o
x
 四

角
大

：
1
1
9
角

×
4
4
，

5
4
，

7
5
，

9
0
，

1
0
0
m

m

　
C

-
B

o
x
 八

角
：
9
5
×

4
4
，

5
4
，

7
5
，

9
0
，

1
0
0
m

m

金
属

ボ
ッ

ク
ス

の
寸

法



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

壁
面

器
具

類
取

付
位

置
０

２
-０

５

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

１
.配

線
器
具
の
取

付
位
置

は
、

各
器
具

の
使
い

勝
手

に
よ
り
決
定
す
る
。

■
要
領
図

床
面

ドア芯

ス
イ

ッ
チ

類

ス
イ

ッ
チ電

話
　

コ
ン

セ
ン

ト

転
し
根

太
タ
タ
ミ

戸棚

コ
ン

セ
ン

ト

流
し

ガ
ス

オ
ー

ブ
ン

ガ
ス
コ
ッ
ク

幅
木

T
V

  コ
ン

セ
ン

ト

ス
イ

ッ
チ

事
務

室
、

和
室

厨
房

防
水

コ
ン

セ
ン

ト

洗
面

・
便

所

ス
イ

ッ
チ

コ
ン

セ
ン

ト

ミ
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合
せ

２
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イ
ル
面
に
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る

配
線

器
具
は

、
タ
イ

ル
目
地
に
合
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せ
て
取
付
け
る
。
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

一
般

事
項

（
１
）

０
２
-０

６
■
要
領
図
(
柱

、
梁
か
ら
の

距
離
)

500500
Ly

500
500

L
x

(
Ａ
)

１
.
梁
と
平
行

方
向
の
配
管
は
、
梁
面

よ
り
５
０
０

m
m

　
 
以
上
離
す
。
ま
た
、
ス

ラ
ブ
筋
に
は
沿
わ
せ
な

い
。

　
 
Ｌ
x
≦

Ｌ
y

　
　
　
 
:
梁
に
平
行
に
配
管
す
る

部
分
の
禁
止
区
域

　
 
た
だ
し
、
Ｌ
x
≦

２
.
０
ｍ
以
下
の
場
合
は
、
構

造
設

　
 
計
者
に
確
認
す
る
。

■
施
工
の
ポ
イ

ン
ト

■
施
工
の
ポ
イ

ン
ト

■
要
領
図
(
埋

設
配
管
の
布
設
)

Ｂ

Ａ

１
.
配
管
の
交
差
を
極
力
少

な
く
す
る
よ
う
検
討
す

る
。

Ｄ
p

２
.
配
管
が
交
差
す
る
場
合

、
鉄
筋
を
避
け
た
位

置
で

　
 
１
段
重
ね
ま
で
と
す
る

。
（
左
図
Ａ
:
○

、
Ｂ
:
×

）

４
.
配
管
本
数

は
、
１
ｍ
幅
で
５
本
以

下
と
す
る
。

　
 
距
離
は
、

３
０
m
m
以

上
と
す
る
。
(左

図
Ｄ
p
)

３
.
埋
設
配
管
が
２
本
以
上

平
行
す
る
場
合
、
配
管

離
隔

５
.
Ｐ
Ｆ
管
、
Ｃ
Ｄ
管
埋
設

配
管
サ
イ
ズ
は
、
呼
び

径
で

　
 
２
８
m
m以

下
、
外
径
で

３
４
m
m以

下
と
す
る
。

　
 
左
図
　
(
Ａ
)
：
○
、
(
Ｂ
)
：
×

(
Ｂ
)

■
要
領
図
(
梁

へ
の
配
管
の

横
断
)

■
施
工
の
ポ
イ

ン
ト

500

１
.
梁
を
横
断
す
る
配
管
は

、
柱
面
よ
り
５
０
０
m
m
以

上

　
 
離
す
。

２
.
梁
材
軸
と

直
角
に
配
管
す
る
。
(
左
図
Ａ
:
○

、
Ｂ
:
×
)

Ａ
Ｂ

■
要
領
図
(
配

筋
の
迂

回
、
配
筋
切
断
部
分
の
補
強
)

１
.柱

・
梁
・
ス
ラ

ブ
の
主

筋
か

ら
は
、

３
０
m
m以

上

　
 離

し
て
固
定
す

る
。

　
 ー

ト
被
り
厚
(
３
０
m
m
)が

十
分
と
れ
な
い
こ

と
を

　
 防

止
す
る
た
め
に
３
０
m
m
以

上
離
し
て
固
定
す
る
。

■
主
筋
か
ら
の
離
隔
距
離

■
配
管

埋
設
部
位

１
.廊

下
・
バ
ル
コ
ニ
ー
・
庇
・
屋
根
等
の

配
管
、

埋
込

　
 因

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

、
埋
設
配
管
は
避
け
る
。

２
.屋

根
ス
ラ
ブ
に
は
、
原
則
と
し
て
埋
設

配
管
は

行
わ

　
 ボ

ッ
ク
ス
類
に
よ
る
躯
体
の
ひ
び
割
れ

、
漏
水

の
原

　
 な

い
。

　
 こ

れ
は
、
主
筋

に
結
束

す
る

と
主
筋

の
コ
ン

ク
リ

な
る
べ
く

切
断
し
な
い
よ
う
に

床
筋
を
曲
げ
る
。

や
む
を
得
ず
切
断

す
る
場
合
は

補
強
を
行
う
。

鉄
筋
は
弓
状

に
ず
ら
す
。

切
断
し
た
鉄
筋
(
ｄ
)

切
断
し

た
鉄
筋
と

同
径
(ｄ

)、
同
本
数

を
両
側

に
入
れ
る
。

Ｌ

Ｌ
＝
5
0ｄ

 
と
す
る



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

一
般

事
項

（
２

）
０

２
-０

７
■
要
領
図

90°

Ｃ
Ｄ
管
又
は
Ｐ
Ｆ
管

カ
ッ

プ
リ
ン

グ
下
端
筋

30cm
程

度
１

ｍ
程

度
１

ｍ
以

内
30cm
程

度
30cm
程

度

コ
ネ

ク
タ

ボ
ッ

ク
ス

コ
ネ

ク
タ

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

１
.合

成
樹
脂
製
可
と
う
管
(
Ｐ

Ｆ
管
)
と

金
属
製
電
線

管
は
、
異
種
管
継
手
等
を
介
し
て
接
続
し
、

Ｐ
Ｆ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

　
 に

よ
る
接
続
は

行
わ
な

い
。

３
.床

立
上
り
配
管

部
分
は

、
衝
撃
に
弱

い
の
で

外
的
損
傷
に
耐

え
ら
れ
る
よ
う
に
養
生
を
す
る
。

４
.ボ

ッ
ク
ス
及
び

カ
ツ
プ

リ
ン
グ
に
よ

る
接
続

点
近
く
は
、
そ

の
接
続
点
よ
り
原
則
と
し
て
３
０
c
m
以
内
に

て
支
持
結

　
 束

を
す
る
。
ま

た
、
結

束
材
料
は
、

鉄
筋
結

東
線
・
バ
イ
ン

ド
線
(
塩
ビ
被
覆
結
東
線
)
等
を
使

用
す
る
。

５
.埋

設
配
管
相
互
の
間
隔
は
３
０
m
m以

上
と
す
る
。

又
、
埋
設
配
管
の
ル

ー
卜
を
検
討

し
て
管
の
交
差
を
少

な
く
す

る
。

　
 埋

設
配
管
相
互

交
差
は
、
2重

交
差
ま
で
と
す
る
。
又
、
交
差
が
集

中
す
る
場
合
は
、
場

所
の
移
動
を
行
う
。

２
.Ｐ

Ｆ
管
の
切
断

は
、
カ

ッ
タ

ー
等
を

用
い
直

角
に

切
断
す
る
。

■
要
領
図

　
 増

打
ち
を
行
う
。

３
.分

電
盤
・
端
子

盤
等
の

付
近

で
配
管

が
集
中

す
る

場
合
、
メ
ッ
シ
ュ
筋

で
補
強
す
る
か
、
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

２
.立

上
り
配
管
間

隔
は
、

３
０
m
m
以
上
と
す
る
。

１
.立

上
り
パ
イ
プ

の
上
部

に
は
、
雨
水
・
固
形

物
等
の
侵
入
防

止
対
策
を
し
、
行
先
表
示
テ
ー
プ
を
取
付
け

る
。

４
.電

線
管
の
曲
げ

内
径
は

、
管

内
径
の

６
倍
以

上
と
し
、
９
０
°
よ
り
鋭
角
に
曲
げ
て
は
な
ら
な

い
。

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

支
持

用
鉄

筋
棒

（
Ｌ

字
型

に
曲

げ
ス

ラ
ブ

筋
と

結
束

す
る

）
鉄

筋
用

電
線

管
止

め
金

具

合
成

樹
脂

製
可

と
う
管

 （
た

だ
し

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
壁

　
の

立
上

げ
は

Ｃ
Ｄ

管
）

（
固

定
の

詳
細

）
ス

タ
ン

ド

350 mm

セ
ッ

ト

支
持

棒

60m
m

２
本
の
立
上
げ
例

複
数
本

の
立
上

げ
例



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

一
般

事
項

（
３
）

０
２
-０

８

■
施
工

の
ポ

イ
ン

ト

１
.床

ス
ラ
ブ
に
埋

設
す
る

電
線

管
は
、

呼
び
径

２
８
m
m
(外

径
３
４
m
m
)以

下
お
よ
び
ス

ラ
ブ
厚
の
１
／
３
以

下
と
す

る
。

■
要
領
図

カ
ッ

プ
リ
ン

グ

カ
ッ

プ
リ
ン

グ

ボ
ッ
ク
ス
補
強
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ボ
ッ

ク
ス

  

Ｃ
Ｄ

管
又

は
Ｐ

Ｆ
管

下
端

筋

上
端

筋

２
.電

線
管
の
コ
ン

ク
リ
ー

ト
か
ぶ
り
厚
は
３
０
m
m
以

上
と
す
る
。

３
.電

線
管
を
床
ス

ラ
ブ
内

に
並

列
し
て

配
管
す

る
場
合
、
管
相
互
の
間
隔
は
３
０
m
m以

上
と
す
る
。
配
管
の
ル
ー
ト
を

　
 検

討
し
て
交
差
を
極
力
少
な
く
す
る
。

４
.コ

ン
ク
リ
ー
ト

強
度
を

確
保
す
る
た
め
、
配

管
は
鉄
筋
に
沿

わ
せ
な
い
。

５
.梁

方
向
の
配
管
は
、
梁
面
よ
り
５
０
０
m
m以

上
離

す
。

６
.配

管
サ
イ
ズ
が

２
８
m
m以

上
場
合
は
、
管
相
互
で
交
差
し
な

い
よ
う
施
工
す
る
。

７
.電

線
管
は
配
筋

が
ダ
ブ

ル
筋

の
場
合

は
、
上

下
配

筋
の
中
に
、
シ
ン
グ

ル
筋
の
場
合
は
配
筋
の
上
に
布
設
す
る
。

８
.ボ

ッ
ク
ス
は
コ

ン
ク
リ

ー
ト
打
設
時

に
動
か

ぬ
よ
う
堅
固
に

固
定
す
る
。
ボ
ッ
ク
ス
と
鉄
筋
の

位
置
が
重
な
る
場
合

　
 は

鉄
筋
を
切
断

し
て
補

強
筋

を
入
れ

る
か
又

は
、
鉄
筋
を
曲
げ
て
ボ
ッ
ク
ス
を
入
れ
る
。
一
般

事
項
(
１
)
参
照

９
.コ

ン
ク
リ
ー
ト

打
設
時

の
管
の
浮
上

り
防
止

の
た
め
、
配
筋

が
ダ
ブ
ル
の
場
合
は
１
ｍ
以
下
、

シ
ン
グ
ル
の
場
合
は

　
 

　
 ｍ

以
下
で
結
束
す
る
。

1
0
.電

線
管
の
曲
げ

内
径
は

管
内
径
の
６

倍
以
上

と
し
、
９
０
°

よ
り
鋭
角
に
曲
げ
て
は
な
ら
な
い

。
ま
た
直
角
に
近
い

　
 ０

．
５
ｍ
以
下

で
結
東

す
る
。
ま
た
ボ
ッ
ク
ス
近
傍
・
接
続
部
・
曲
り
部
・
立
上
り

箇
所
・
立
下
り
箇
所
は

０
．

３

　
 曲

げ
数
は
、
ボ

ッ
ク
ス

相
互
間
で
３

箇
所
以

下
と
す
る
。

1
1
.電

線
管
内
で
電

線
を
接

続
し
て
は
な
ら
な
い

。
接
続
が
必
要

な
場
合
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
設
け

る
。

1
2
.配

管
長
が
３
０

ｍ
以
内

ご
と

に
ジ
ョ

イ
ン
ト

ボ
ッ

ク
ス
、
又
は
プ
ル
ボ

ッ
ク
ス
を
設
け
る
。

1
3
.ね

じ
無
し
カ
ッ

プ
リ
ン

グ
で
接
続
す
る
場
合

、
す
き
間
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
分
(
と
ろ
)の

浸
入
を
防
ぐ

た
め
テ
ー

　
 プ

を
巻
く
。
ま

た
合
成

樹
脂
可
と
う

電
線
管

用
の
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
は
施
工
時
ゆ
る
む
こ
と
が
あ

る
た
め
、
テ
ー
プ
を

　
 巻

く
。

1
4
.電

線
管
の
結
東
は
直
角
方
向
の
鉄
筋
に
行

う
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ボ
ッ

ク
ス

  



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

一
般

事
項

（
４

）
０

２
-０

９

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

６
.型

枠
へ
の
ボ
ッ

ク
ス
等

固
定
釘
は
、
型
枠
解

体
後
除
去
し
、

防
錆
塗
装
を
行
う
。

５
.梁

の
横
断
配
管

は
梁
材

軸
と

直
角
に

配
管
す

る
。
ま
た
、
多
数
の
管
を
ま
と
め
て
配
管
し
て
は

な
ら
な
い
。

４
.梁

と
平
行
す
る

配
管
は

、
梁
面
よ
り
５
０
０
m
m
以

上
離
隔
す

る
。

３
.コ

ン
ク
リ
ー
ト

に
埋
設
す
る

配
管
は

原
則
呼
び
径

２
８
m
m以

下
と
す
る
。

２
.電

線
管
相
互
の

離
隔
は

、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
が

ま
わ
る
よ
う
に

３
０
m
m
以

上
と
す
る
。

　
 結

束
す
る
。
ま

た
、
配

管
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト

か
ぶ
り
厚
さ
は

３
０
m
m
以

上
と
す
る
。

１
.鉄

筋
が
シ
ン
グ

ル
の
場

合
は

鉄
筋
の

上
に
配

管
し

、
ダ
ブ
ル
の
場
合
は

上
筋
と
下
筋
の
間
に
配
管
し
て
、
下
筋
に

梁
横
断
配
管

エ
ン
ド
カ
バ
ー
の
取
付

ス
ラ
ブ
配
管
と

コ
ン
ク

リ
ー

ト
ボ
ッ

ク
ス
の
取
付フ
ー
プ
筋
間
に

一
本
の
配
管
と
す
る

フ
ー
プ
筋

ス
ラ
ブ
型
枠

梁
型
枠

こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て

横
断
し
て
は
な
ら
な
い

主
筋

釘
は
、
入
線
前
に
必
ず
切
断
す
る
。

エ
ン
ド
カ
バ
ー

ス
ペ
ー
サ
ー

鉄
筋
等
に
よ
り
コ
ネ
ク
タ
ー
付
近
に
荷
重
が

加
わ
る
場
合
は
、
ス
ペ
ー
サ
ー
等
に
よ
り
エ

ン
ド
カ
バ
ー
の
変
形
を
防
ぐ
。

上
端
筋

下
端
筋

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

下
端
筋
に
結
束

ブ
ッ
シ
ン
グ

（キ
ャ
ッ
プ
付
）

C
-B

ox

0.3m
 程

度
0.3m

 程
度

1m
 以

内
0.3m

 程
度



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

一
般

事
項

(５
)

０
２
-１

０

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

■
要
領
図

７
.床

埋
設
管
が
Ｃ

Ｄ
管
の

場
合
、
床
下
の
部
分
で
Ｐ
Ｆ
管
に
接

続
替
え
を
し
て
床
か
ら

立
上
げ
る
。

６
.Ｃ

Ｄ
管
(
ケ
ー
ブ
ル

配
線
)
は

、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋

設
配
管
に
使
用
で
き

る
。

５
.軽

鉄
間
仕
切
り

が
防
火

区
画
の
場
合
、
こ
れ

を
貫
通
す
る
方

法
を
建
築
指
導
課
ま
た
は
消
防
に
確
認
し
て

決
定
す

る
。

　
 す

る
。
こ
れ
は

、
管
の

損
傷
お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ト
ロ
の

侵
入
を
防
止
す
る
た
め

に
用
い
る
。

４
.デ

ッ
キ
プ
レ
ー

ト
・
ス

ラ
ブ
か
ら
立
下
げ
る

場
合
は
、
谷
部

で
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
用
引
出
し
コ
ネ
ク
タ
を

用
い
て

貫
通

３
.ス

ラ
ブ
か
ら
軽

鉄
間
仕

切
り

へ
の
立

下
げ
は

、
型

枠
ブ
ッ
シ
ン
グ
を
用

い
て
行
う
。

２
.ス

ラ
ブ
か
ら
天

井
へ
の

立
下

げ
は
、

エ
ン
ド

カ
バ

ー
を
用
い
て
行
う
。

１
.天

井
内
で
の
管

の
支
持

間
隔
は
水
平
部
で
１
.
５
ｍ
以
下
、
ボ
ッ
ク
ス
お
よ
び

管
の
接
続
点
付
近
０
.
３
ｍ

以
下
と
す
る
。

0.3m
以
下

1.5m
以
下

0.3m
以
下

天
井

面

床
面

照
明

器
具

  ス
イ

ッ
チ

  ボ
ッ

ク
ス

（
合

成
樹

脂
製

）

　
　

（
合

成
樹

脂
製

）

Ｆ
ケ

ー
ブ

ル

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

 （
金

属
製

ま
た

は
   合

成
樹

脂
製

）

P
F
管

C
D
管

C
D
管

イ
ン

サ
ー

ト

吊
り

ボ
ル

ト

O
-
B
o
x

  コ
ン

セ
ン

ト
  ボ

ッ
ク

ス
（
合

成
樹

脂
製

）

C
D
管

P
F
管

軽
鉄

間
仕

切
り

エ
ン

ド
・
カ

バ
ー

（
一

口
メ

モ
）
合

成
樹

脂
製

可
と

う
電

線
管

に
は

Ｐ
Ｆ

管
と

Ｃ
Ｄ

管
が

あ
る

。
　

　
　

　
　

　
　

Ｐ
Ｆ

管
：
P
lastic F

lexib
le co

n
d
u
it

　
　

　
　

　
　

　
C

D
管

：
C

o
m

b
in

ed
 D

u
ct



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

躯
体

壁
建

込
配

管
０
２
-１

１

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

Ａ
部
.
Ｃ
Ｄ
管
又
は
合
成
樹
脂
可
と
う
管
１
本
の
み
の
取
付
の
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
ボ
ッ
ク
ス

は
、
引
付
け
時
に
回
転
し
、

■
要
領
図

　
　
 
ボ
ッ
ク
ス
が
曲
が
り
や
す
い
の
で
十
分
注
意
す

る
。

Ｂ
部
.
図
の
よ
う
な
長
い
横
走
り
配
管
は
、
壁
強
度
を
減
じ
る
ほ

か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

設
時
の
圧
力
で
管
が

ボ
ッ

　
　
 
ク
ス
よ
り
外
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。

壁
ボ

ッ
ク
ス

が
低
い

場
合

鉄
筋
を
避
け
て
コ

ネ
ク
タ

ー
を
取

付
け
る

場
合

配
管
の
支

持

　
コ
ネ

ク
タ

　
（
壁

型
枠

）

　
差
筋

　
壁

筋

３
０
°コ
ネ
ク
タ

ニ
ッ
プ
ル

３
０
°
ニ
ッ
プ
ル

コ
ネ
ク
タ

Ａ
部

Ｂ
部

0.3ｍ以内

0.3m以内

0.
3m

以
内

横
ノ
ッ
ク
よ
り
配
管



コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
配
管

（
合
成
樹
脂
 電

線
管
）

打
込

ボ
ッ
ク
ス
取

付
要

領
０
２
-１

２

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

■
要
領
図

　
 応

じ
た
補
強
を
行
う
。

４
.ボ

ッ
ク
ス
取
付

時
、
鉄

筋
の
切
断
は
極
力
避

け
、
や
む
を
得

ず
切
断
す
る
時
は
建
築
担
当
者
と
協
議
の
う

え
、
必

要
に

３
.ボ

ッ
ク
ス
の
取

付
は
型

枠
に
固
定
す
る
。
（
鉄
筋
等
へ
の
ス

ポ
ツ
ト
溶
接
は
し
て
は

な
ら
な
い
）

２
.柱

回
り
で
、
ボ

ッ
ク
ス

に
至
る
配
管

は
、
フ

ー
プ
筋
の
内
側

に
布
設
し
、
バ
イ
ン
ド
線
で
固
定
す
る
。

　
 行

い
、
型
枠
解

体
後
に

ボ
ッ

ク
ス
を

取
付
け

る
。

　
 ６

０
m
m程

度
以

上
あ
る

場
合
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
ボ
ツ
ク
ス

の
代
り
に
最
小
限
の

仮
枠
処

理
を

１
.柱

が
モ
ル
タ
ル

塗
り
等

、
仕
上
げ
が
あ
る
場

合
で
、
鉄
筋
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か
ぶ
り
厚
さ
と
、
仕
上
げ

代
の
合

計
が

５
.柱

へ
の
ボ
ッ
ク

ス
の
取

付
は

極
力
避

け
る
よ

う
協

議
を
行
う
。

ア
ウ

ト
レ

ッ
ト
ボ

ッ
ク

ス
主

筋
を

避
け

た
場

合

柱
縦

主
筋

フ
ー

プ
筋

柱

意
匠
的
に
決
め
ら
れ
た
ボ
ッ
ク
ス
位
置

が
鉄
筋

の
障
害
に
な
る
場
合

増
し

打
ち

必
要

に
応

じ
補

強
筋

を
入

れ
る

建
築

と
協

の
う
え

、
構

造
的

に
検

討
す

る
か

、
増

打
ち

を
行

う
。

O
-
B
o
x

O
-
B
o
x

O
-
B
o
x

障
害

フ
ー

プ
筋

を
上

下
に

移
動

平
面

図
立

面
図

ス
ラ
ブ
鉄
筋
が
障
害

と
な
る
場
合

鉄
筋
を
変
形
さ
せ
る
許
容

範
囲

切
断

ス
ラ

ブ
・
シ

ン
グ

ル
配

筋
Ｄ

１
３
 ＠

2
0
0
m

m
 タ

テ
・
ヨ

コ

補
強

筋
 Ｄ

１
３
　

Ｌ
=
5
0
D

  L
=
5
0
×

1
3
=
6
5
0
m

m
切

断
鉄

筋
と

平
行

に
ボ

ッ
ク

ス
の

両
側

に
配

筋
す

る
。

結
束

フ
ー

プ
筋

A
　
　
1

B
　
　
6

≦

又
は

、

B
≧
6
A

柱
縦

主
筋

C
-
B
o
x

Ａ

Ｂ

≦
9.46°



電気配管配線工事 合成樹脂配管工事 外壁埋込ボックス結露防止

■要領図

1.断 熱カバー先付けの場合
ボ ックスの ノック穴を

あけ、結露防止断熱
カバーをかぶせ る。

・電線管を差 し込み
ロックナ ッ トで

固定する。

結露防止断熱カバー結露防止

断熱カバー

ボックス

シー リング材

電線管

団

電線管

アウトレッ
ボックス

結露防止断熱カバー

結露防止断熱カバー

結露防止断熱カバー

を取 り付ける場合

コンセ ン ト又は

電話ア ウ トレッ

ウレタン発泡

断熱カバーの結東

■施工のポイント

1。 電線管内の空気の移動を防ぐためシー リング材を使用し、電線と電線管端部をすき間なく充てんす
る。



3.いんぺい配管工事



屋
内
隠
ぺ
い
配
管

軽
量

形
鋼

・
丸

鋼
へ

の
取

付
要

領
０

３
-０

１

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

■
要
領
図

６
.金

属
ボ
ッ
ク
ス

の
取
付

は
専
用
金
具

を
使
用

し
、
溶
接
に
よ

る
固
定
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

５
.ケ

ー
ブ
ル
の
固

定
は
、

被
履

を
損
傷

し
な
い

専
用

の
バ
ン
ド
又
は
固
定

金
具
を
使
用
す
る
。

４
.遮

音
が
必
要
な

場
合
は

、
背

中
合
わ

せ
に
ボ

ッ
ク

ス
を
取
付
け
し
て
は

な
ら
な
い
。

３
.ボ

ー
ド
張
り
の

ビ
ス
で

損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
間
柱
内
に

は
、
ケ
ー
ブ
ル
配
線
は

行
わ
な
い
。

２
.ボ

ッ
ク
ス
の
位

置
は
間

柱
の
位
置
が
ボ
ー
ド

割
り
な
ど
に
よ

り
決
め
ら
れ
る
の
で
、
建
築
の
確
認
の
う
え

決
定
す

る
。

　
 か

つ
ボ
ッ
ク
ス

と
の
接

続
箇
所
及
び
箱
と
の
接
続
箇
所
か
ら
３
０
０
m
m
 程

度
の
所
を
支

持
す
る
。

　
 程

度
の
所
を
支
持
す
る
。
合
成
樹
脂
管
(合

成
樹
脂
製
可
と
う
管
を

含
む
)の

支
持
間
隔
は
１
,５

０
０

m
m
 以

下
と

し
、

１
.金

属
管
及
び
ケ

ー
ブ
ル

の
支

持
間
隔

は
２
,
０

０
０
m
m
 以

下
と
し
、
か

つ
ボ
ッ
ク
ス
と
の
接
続
箇
所
か
ら
３
０
０
m
m

間
柱
用
ケ
ー
ブ
ル
保
護
ブ

ッ
シ
ン

グ

間
柱

E
M
-
E
E
F
 
ケ

ー
ブ
ル

ボ
ッ
ク
ス

固
定
金
具

ケ
ー
ブ
ル

固
定
金
具

ク
リ
ッ
プ

ナ
イ
ロ
ン
バ
ン
ド

電
線

管

ク
リ
ッ
プ

ナ
イ
ロ
ン
バ
ン
ド

電
線
管

Ｐ
Ｆ
管

丸
鋼
９
φ

丸
鋼
９
φ

ケ
ー
ブ
ル

E
M
-
E
E
F

E
M
-
E
E
F

ケ
ー
ブ
ル

2,000mm 以下300mm 程度



屋
内
隠
ぺ
い
配
管

(合
成
樹
脂
可
と
う
管
)

二
重

天
井

内
支

持
要

領
０
３
-０

２

■
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

■
要
領
図

４
.天

井
内
ボ
ッ
ク

ス
の
点

検
に
支
障
が
な
い
よ

う
他
業
種
の
配

管
、
ダ
ク
ト
、
点
検
口
等
の
位
置
調
整
を
行

う
。

　
 ら

な
い
。

３
.低

圧
配
線
を
弱

電
流
配

線
、
金
属
製

衛
生
配

管
、
空
調
配
管

・
ダ
ク
ト
お
よ
び
ガ
ス
管
等
と
直

接
接
触
さ
せ
て
は
な

２
.管

の
曲
げ
内
径

は
管
内

径
の

６
倍
以

上
と
す

る
。

１
.二

重
天
井
内
の

電
線
管

の
支
持
間
隔
は
２
ｍ
以
下
と
す
る
。

５
.イ

ン
サ
ー
ト
は

建
築
、

設
備
等
と
区
別
が
で
き
る
よ
う
に
色
分
け
を
す

る
。

チ
ャ
ン
ネ
ル

ク
リ
ッ
プ

ボ
ッ
ク
ス

支
持
金
具

電
線
管

支
持
金
具

電
線
管

吊
り
バ
ン
ド

イ
ン
サ
ー
ト
又
は

ア
ン
カ
ボ
ル
ト

イ
ン
サ
ー
ト
又
は

ア
ン
カ
ボ
ル
ト

電
線
管

吊
り
ボ
ル
ト
用

電
線
管
固
定
金
具

電
線
管

天
井
材

天
井
下
地
材

野
縁

Ｃ
チ
ャ
ン
ネ
ル

ボ
ッ
ク
ス

取
付
金
具

天
井
下
地
用
吊
り
ボ
ル
ト

野
縁
用

ボ
ッ
ク
ス

固
定
金
具



屋
内
隠
ぺ
い
配
管

隠
ぺ
い
部
分
詳
細

０
３
-０

３
■
要
領
図
(
S
=1
/
20
)盤

正
面
図

直
天
井
の
場
合

二
重
天
井
の
場
合

盤
側
面
図

屋
内

自
立

型
動

力
操

作
盤

C-75

C
-
2
5

C
-
7
5

G
-
8
2

シ
ン
ダ
ー

コ
ン
ク
リ
ー

ト

盤
基

礎
コ
ン
ク
リ
ー

ト

ス
ラ
ブ

コ
ン
ク
リ
ー

ト

屋
内

自
立

型
高

　
圧

　
盤

低
　
圧

　
盤

床
配

線
ピ
ッ
ト

C
-
2
5

25

150 250 125

照
明

分
電

盤
動

力
操

作
盤

情
報

端
子

盤

C-63

C-63

C-31

C-25

建
築

工
事

Ｌ
Ｇ
Ｓ
ダ
ク
ト

ゴ
ム
シ
ー

ト

化
粧

割
り
プ
レ
ー

ト

C-25

30
30

30
50

300mm
以下

300mm
以下

2,000mm
以下

パ
テ
詰

め

100

後
施

工
ア
ン
カ
ー

ボ
ル
ト

M
1
2

100

パ
テ
詰

め

パ
テ
詰

め

120
100

100



配管・ボックス支持全体図 ０３-０４屋内隠ぺい配管工事

.



０３-０５

(1) 天井面に取付ける場合  　(2) 天井内に取付ける場合

(1) 吊りボルトに支持する場合 　　　(2) 軽みぞ型鋼に支持する場合
　　　　TPC4B 　　T38U

(3) 直付け型の吊りボルト 　　　(4) 天井野縁(Mバー)に支持する場合
　　　　T38UB 　　　TSB

BH9N

 ■施工のポイント

　 １.ボックスの取付けは、点検可能な位置を選定する。

　 ２.天井内等の隠ぺい部に取付けるボックスの蓋は、点検口側になるよう設置する。

屋内隠ぺい配管工事 隠ぺい部ボックス取付要領

接続ボックス

ボックス支持

野縁(Mバー)

野縁受(Cバー)

TPC4B

点検口
カバー
プレート

T38H6-62U38C
クリップ

O-Box

O-Box



4.いんぺい配線工



屋内配線 ケー ブルの二重天丼内支持

吊 リボル トで支持す る場 合。

日 施   エ

轟慧氏ifル }
ケープル

1/ξ≡≦当

吊リボルト用電線管固定金具

ガス管などとの :低圧配線と弱電流配線・金属製水管 0空調ダクト・ガス管などを直接接触させてはならない.

離隔

ケープルの被覆 :ケープルの被覆を損傷しない専用のバンド又は固定金具を利用する。

保護

ミ無 ギノιI

建築工事天丼下地用吊リボルト利用

ボックス取付け金具

ボックス取付け金具

ボックス固定金具

55

天丼下地材



回

　

回

への配線

/

〆

3/8イ ンチ照明器具用 吊 り全ネデホ
゛
ルト

_///

天丼用 吊 リボル ト天丼用吊 リボル ト

3 電 源 接 続 :接 続はボック
チユープを使用

ス内又は器具内で行い、

し電線を保護する。

器具の通線孔には ブ ッシング又は ビニル

１

　

２

ケーブル専用支持金物

アウ トレッ トボックス

(カ バ ー付 ) ブッシング
ケー ブル

/ 照明器具 ヘ

ケ ーブル
野縁 受

野 縁

下地材

国  仕様 及 び施工法

インサート又はアンカボルト

ブッシング又は  ボル 卜・ ナ ッ ト座 金
ブビニルチュー

ボ ックスの位置 :器具の種類により安定器の位置が異なるので確認の うえボ ックス位置を決める。
器具の支持  :2点 支持を原則とする。

屋内配線

天丼埋込み形けい光 ltT照 明器具へ電源配線をする場合。

施  工  法

天丼 仕上 げ材

直付形螢光灯照明器具の

配線及び取付
照明器具取付配線

吊 リボル ト間隔

コンクリートボックス

又はアウトレットボックス

標準吊 リボル ト間隔

20W器 具 1 400mm

32W  1 800



ケーブルと他設備との離隔

ピンサ ドル等の固定

ダクト等との離隔

電カケープル

塩蛯吊ボルト用ケーブル固定材
ダクト

接触する恐れのない間隔

機械設備配管との離隔

強電・弱電との離隔

ビパイプ類を通し両

カケープル又は金属管

スパイラルチュープ

ゴム eビニルシート等の
絶縁材でも可

強電用ケーブル又は電線管

弱電用ケープル.電線管

いんぺい部での電力用配線と、他の弱電用配線及び、ダクト等、機械設備、配管とは接触する恐れ
のない配管配線の布設を原則とするが、止むを得ない処置として、上図を参考とした施工を行う。



木間仕切部のケーブル保護

|

取付要領図

R          8φ

注
　
二思
　
事
　
項

材質

鋼板 1.2 mmt電気亜鉛メッキ仕上とする。
クギ打ち部分が正面にならない様に注意すること。



ケーブルエ事

天丼内ケーブル配線

吊リボルトカぐ全ネジボルトの場合は、
ケープルを傷つけない構造の支持材
を使用する。

ケーブル支持施工例 ケーブル保護

(ボックスが金属製の場合)

木間仕切の場合

WFケーブル

保護管

位置ボックス

ブッシング

ブッシング

二重天丼内などのいんぺい配線の場合、ケーブルは原則として天丼吊ボル トに上図のように支持す
る。止むを得ず天丼にころがし配線とする場合は、張力が加わらないようにするほか、天丼工事や
空調ダクトエ事の際に傷をつけられることがないように入念に施工をおこなう。

~~｀ ″~1~‐~

ケーブル支持点距離 (電技では、 2m以下)は、ケーブルのたわみによる他の設備との接角虫等を考
慮した場合極力縮めるようにする。
天丼吊ボル トなどに支持する場合、クリップなど支持金物を使用し、結東バンド (イ ンシュロック
等)で直接結束しないこと。      

。



屋内配線 国 幹線ケー ブル吊 り込み

幹線ケーブルを吊り込みで支持する場合。
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天 丼 い ん ぺ い 内幹 線 配 線 工 事

デッキ用インサート

インシュロック(黒 )

▽

2000堰スP句



屋内配線 園 幹線ケー ブル吊 り込み

囲

　

　

　

圏

幹線ケーブルを吊り込みで支持する場合。

法

/場をr卜又里二彎財T物

小日径ケープル ‖小日径ケーブル

3/8イ ンチフツク金物

強囲(はウづ 塩`鶏ノし吊り込み用金具
ビニルチュープ付

絆線ケーブル下部に薄ゴムシー ト養生。

3/8イ ンチフック金物
■ バンド締め

｀｀

警蟹た享ヨ生ラ‖
込み用金具

下地村 
｀
野縁受

天丼下地材



ボックスレスエ法
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団
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取付け施工手順

①器具取付穴に電線を通す

② はさみ金具をボードの裏側に当てる

③ A・ B部分を曲げて壁材料をはさむ

④配線器具取付け後、A・ B部分を元に戻す

取付可能な配線器具

① 3個用以下の単独スイッチ

② 2日以下の単独コンセント(アース端子付含む)

③ 単独テレヒ・受口(コンセントー体型フ・レートはホ・ックス必要)
*なお,電話受回はホ

・ックス取付とする。

ボックスレスェ法は,1了解を得ること。
取付け可能なボー ドは9mm以上とし,ボー ド開口寸法は縦 95mm横 54mmを 厳守すること。
(開口寸法は、強度に影響するため十分注意すること。)
酉己線器具は、フル端子式で充電部が露出しないものとする。
取付金具は全周はさみ式金具 (参考、松下電工WN3996020)と する。
上下分離はさみ式金具は使用不可。
配線器具取付けに必要な奥行寸法は,ボー ド表面より35mm以 上とする。また,壁空洞部に充填材
がある場合は防護カバー (参考、松下電工WN3750K)を 取付けること。
壁内配線施工時に,配線器具取付け位置を床スラブ等にマーキングすること。 (取付位置に木下地が
ない事を確認)

1.

2.

3.

4.

5.

6.



木間仕切内ボックス取付要領

建築枠との取合部分

耳付ボックス

所定の打合せ寸法に

VV― Fケープlレ

y_V― Fケープlレ

位置ボックス

耳付ボックス

∨∨Fケーブルエ事に於けるボックスは合成樹脂製を原則とする。
エコノミボックス内でのジョイントはさけること。
上図中で、胴縁と補助材をつなぎ止めの際、2本以上の釘にて固定のこと。



5.露出配管工事



金属配管工事 露出配管

丸型露出ボックスの場合

重量物がかかる場合
ボツクスは1箇所以上止める。

■鋤m程度
=

ユニバーサルの場合

1~~~

悩
騨
E
E

ボックスは2箇所
止めする。

屋上露出配管

非歩
養生
行用防水の場合は、
用ゴムシートを敷く。 "A"部詳細

露出スイッチボックスの場合

アウトレットボックス 3方シーリング
電線管
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1.

2.

3.

4.

5,

ボックス、ュニバーサルなどからの第 1支持点は300mm程度とする。又第 1支持点以降の配管の
サ ドル支持は原則として2m以下とする。
水気、湿気のある場所でのビスは黄銅製又はSUS製 を使用する。
サ ドルは原則として両サ ドルを使用し、使用不可能箇所のみ、片サ ドルを使用してよい。
屋外露出配管には、防錆塗装を行うが配管施工前に塗装し、施工後は、補修程度にとどめ、壁面等
との接触面、固定サ ドル接触面にも塗装が十分施されていること。
屋外配管にネジなしカップリングは使用しないこと。



電気配管配線工事 金属配管工事 屋内露出配管 (壁部 )

目要領図

2.複数配管の場合 (正面図 )

Ｆ
Ｉ
習
目
‐
Ｌ
口
」

1.単独配管の場合 (側面図 )

習

°ntm

ブッシング

ケーブル

接地用クランプ (金属管の場合 )
又は、アース端子付きコネクタ

Pク ス又は盤

目施工のポイント

1.管内に電磁的不平衡を生じないよう、同一回路は同一金属管内に納める。
2.金属管を曲げる場合その断面が著しく変形しないように曲げ、その曲げ内径は管内径の 6倍以上とす
る。
3.予備配管支持用ダクタの長さは他業種のスペースを考慮する。
4。 壁面配管で人が容易に触れるおそれのある部分 (2m以下)には、サ ドルまたは極端に突出さない支
持金物を使用する。



電気配管配線工事 金属線ぴ工事 メタルモール

■要領図

第一種金属線ぴ工事 (メ タルモール)施 工例

インターナルエルボ

天

ジャンクションボック

インターナルエルボ

フラッ トエルボ

エ クスターナルエル ボ

レー トコネクタ

コーナーボックス

ブッシング
1個用スイッチボ ックス (ス イッチ取付 )

1個 用スイ ッチボ ックス (コ ンセン ト取付 )

■施工のポイント
1.使用電圧は 300V以下とする。
2。 金属線ぴおよびその付属品は、堅ろうにかつ電気的に完全に接続し、適当な方法により造営材その他
に確実に支持する。
3e金属線ぴ配線からがいし引き配線に移る箇所には、ブッシングまたはこれに相当するものを使用す
る。

4。 木造家屋における天丼板または間仕切板などを貫通する場合は、金属線ぴを貫通部分で接続しない。
5.金属線びに納める電線本数は、内断面積の 20%以下とする。
6.金属線ぴはD種接地を施す。長さが8m以下で人が容易に触れるおそれがない場合、または乾燥した
場所に布設する場合は省略する。



電気配管配線工事 金属線ぴ工事 レースウェイ

ド

エンド
キャップ

(は めこみ式)

線ぴ内配線は絶縁電線とする。

■要領図

(BT内蔵型以外の非常照明回路は耐火ケーブル配線とする)

レースウェイ (2種金属線ぴ)

1.6 定尺4m

器具用金具

電線
IV
断面積

収容本数

単独 耐火2Cケーフ
゛
ル

1。 6mm 8mm 36本 20本

2.Omm 10 〃 29本 16本

2mぽ 32本 17本

5.5mポ 20 〃 14本 8本

8mぽ 28 〃 10本 5本

■施工のポイント

1.使用電圧は 300V以下とする。
2。 金属線ぴおよびその付属品は、堅ろうにかつ電気的に完全に接続し、適当な方法により造営材その他
に確実に支持する。
3.金属線ぴおよびその付属品は電気的に接続されているので、電源第一ボックスにD種接地を施す。
4.金属線ぴは壁まで延長し固定するなど、振止めを考慮する。また水平距離で 20mを超える場合は、
中間に振止めを施す。
5.支持点間は 1500mm以 下とする。
6.納める電線本数は内断面積の 20%以下とする。



電気配管配線工事 金属線ぴ工事 電線管との接続

■要領図

3 0 0mlD以下

プルボックス

(上向きの場合を示す。

ボンド線

用接続金具
〆

`・

埋込アウト

レットボックス

■施工のポイント

1.使用電圧は 300V以下とする。
2.金属線ぴおよびその付属品は、堅ろうにかつ電気的に完全に接続 し、適当な方法により造営材その他
に確実に支持する。



外壁引込 口引出し日要領

亜鉛 メッキアンカーボルト又はフックボルト12φ以上

モルタル充填

シー
ソ
ング処理は外装仕上前に処理

ケーブル

配管突き出し 例 1. 配管突き出し 例 2.

ボックスからの引出し

CD管

シーリング PF管又はCD管

金属管・ VE管

PF管又 は

注
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事
　
項

電カケーブル用メッセンジャーヮィヤーのサイズは22mm2以上する。
引込管貫通箇所は外部に向けて、下り勾配をとる。
電力用メッセンジャーヮィャーは、D種接地を施す。
弱電引込日と電力引込口が上下の位置になるときは、弱電引込架空配線が
部にならないように配慮が必要。
外壁突き出し部分は、金属管又は、合成樹脂管を使用のこと。

電力引込架空配線の上



地中引込 (地下外壁貫通)

水抜き用プルボックス 管路口防水材料

引込パイプに匂E
をつける。刊

墨

LIrホール カップリング溶接
水抜きパイプ

コンクリートプロック

コンクリート

平 面 図 断 面 図

詳細図 1. 詳細図 2.

100以上

水抜きパィプ

貫通スリーブ (ッパ付鋼管)の位置は常水位より高くすること。
詳細図 2に於けるプルボックスは、sus又 は樹脂製としブロックの割り付け寸法に合わせて施工
すること。建築係と十分協議のこと。
プルボックス内の管日は、入線後管路防水処理材にて処理すること。
引込配管は外勾配とすること。



6.ラックエ事



ラックエ事 ケーブルラックの布設

自在継ぎ金具

△
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１

工 要 領

ラック支持

2.ラ ックの接地

3.ラ ックの接地抵抗 :

4. ラックの屈曲部

5.ラ ックの表面処理 :

6.ケーブルの支持  :

ラックの伸縮継ぎ手

ケーブルラック取付

:支持材はラック専用独立とし、水・ガス管・送風機架台などの電気以外の工作物とは共用しない。

支持間隔は、鋼製ケーブルラックで2.Om以 下を原則とする。

縦ラック支持間隔は、鋼製ケーブルラックで3.Om以 下を原則とする。但し

配電室等の部分は、6.Om以 下の範囲で各階支持とする。

また、振れ防止のため必要に応じ天丼・壁面・柱面に振れ止防止金物を取り付ける。

:使用電圧が300V以 下の場合はD種設地工事を行う。

接地線からラック最終端にいたる間の電気抵抗は2Ω 以下に保つ。ラック相互の接続に継ぎ金具

を使用する場合 は接地をとる必要はない。自在継ぎ・丁番継ぎ・伸縮継ぎなどとする場合は電気

的に接続されないので接地線で接続する。

:ラ ックの曲げ半径はケーブルの許容曲げ半径を考慮する。

屋内は溶融亜鉛めっき (loOg/m2以 上)を施した鋼板にメラニン焼付け仕上を標準とする。

屋外に施設する場合は鋼板を加工した後に溶融亜鉛めっき (350g/m2以 上)を施した物を使用する。

ケーブルのラックヘの支持間隔は水平2m以内、垂直 1.5m以 内とし、ケーブル結束材には、木綿

麻糸・ナイロンバインド線などを使用する。縦ケープリトラックについては、本綿麻糸、水平部分については

ナイロンヽ
・ンド線等を使用する。

:直線ラック距離が30mを 超える部分については、30m以内に最低 lヶ 所以上取り付ける。

WXHが 600～ 1:OoO x100ま では、すべて吊り間隔 2m以内で吊リボル ト1/2インチとする。

WXHが 300～ 500 xloOま では、すべて吊り間隔 2m以内で吊リボル ト3/8インチとする。

‰

ホ
・ンド線
EM― lE 14sq



ケーブルラックエ事

…2000鯰た
‐
下

吊ボルト9Φ (W=600まで)
12Φ (W=600超 )

親桁 弱電 H=70
強電 H=70(W=600ま で)
H=100(W=600i超 )

″ 眠止め全具

ケー7ル ラ・ンク

ケーアルラック

ラック本体直接支持 (一般型) アングルによる支持 (重量型) ダクトによる支持 (重量

a。 ケーブルラックの取付け

1)ケーブルラックの水平支持間隔は2m以下とする。ただし、アルミ製では1.5m以下とする。
なお、直線部以外と直線部との接続点では、接続点に近い箇所で支持する。
2)ケーブルラックは3m以下の間隔で垂直支持を行う.ただし、配線室内などでは6m以下
の間隔で各階支持としてよい。

b.ケーブルの布設方法

1)ケーブルラック上の配線は、下記による。
イ)ケーブルは水平部で 3m以下、垂直部では1.5m以下の支持間隔とする。
日)ケーブルは回路の種別、行先を記入した名称を要所に取り付け、整然と識別する。

天丼吊ケーブルラックの施工

〔ケープルラック支持 1『ルト〕

ケ ー プ'ル  ラ ッ ク 、1幅
600mmま で
600mm超

9mm以上

12mm以上

垂直部では子ゲタに集中荷重がかからない様注意する。
ケーブルラック自在部にはボンディングを行うこと。



電気配管配線工事 ケーブルラックエ事

圏要領図

1)盤立下げ用ケーフルラノクの末端処理

盤への接続

○壁面からの支持が取れない場合

(イ ) 開口にした場合

C-1-7-5

ベーク板 3～ 5t

∈Dラ ノクを壁面に支持する場合

(口 ) ニップルを使つた場合

ケーブルサイズに合せる

b a bは ケーブルの本数によつて決定する

保護キャップ

防そ 防 じん用
ベーク板 3～ 5ニップル.プ ッシング

6oビ ス止 め

田施工のポイン ト

1.盤の開田部はケーブルの保護ならびに防そ、防塵のためにベーク板でふたをするか、またはニップル
とブッシングで処理する。
2.ケーブルのすき間にはパテなどでシールを行う。



電気配管配線工事 ケーブル ンクエ事

圏要領図
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製では、 1, 5 0 0mm以 下 )

卜は 9 mm以 上とする

(幅 6 0 0mmを超 える時は,1 2mm以 上 )

11上
下間隔 3 0 0mm以 上
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ラ

ックの施工

振止め金具

L50x50

ラック本体直接支持 (一般型 )ア ングルによる支持 (重量型)ダ クタによる支持 (重 量型 )

園施工のポイント

1。 ケーブルラックを支持する吊ボル トは、ケーブルラックの幅が呼び 600mm
9mm以 上、呼び 600mmを超えるものでは呼び径 12mm以上とする。

2。 アルミ製ケーブルラックは、支持物との間に異種金属接触腐食を起さないよ

以下のものでは、呼び径

う絶縁材を取付ける。

ケーブル ラ

取付け 。支持



園要領図

ケーブルラックエ事
|

取付け・支持 (1)  I  C-1-7-2電気配管配線工事

目施工のポイント

1.支持間隔は水平部分において 2m以下 (アルミ製の場合 1.5m以下)と し、垂直部分においては、3
m以下とする。

2。 振止めは 2スパンに lヶ 所、(12mご とに lヶ 所)梁、壁などを利用して堅固に取付ける。
3。 使用電圧が 300V以下の場合はD種接地とし、300V以上の場合は C種接地を施す。
4.屋内に施設する場合は溶融亜鉛めっき (100g/ポ 以上)を施した鋼板にメラミン焼付仕上げを標準と
する。一般の屋外に施設する場合は溶融亜鉛めっき (350g/ぽ 以上)仕上げ、またはアル ミ製、SU
S製とする。

5。 直線の長さが 30m以上となる場合は、30mにつき lヶ 所ずつ伸縮自在継ぎ金具を使用する。
6.強電用のケーブルラックの場合、自在継手部およびエキスパンション部にはボンディングを行い、電
気的に接続する。

天 丼 吊 り

壁 支 持 (1)

20oomm以 ~Rイ旦し、7ル ミ製 では 1,500mm以 下 )

立 上 リラック支 持 金 具

立 上 リラック支 持 金 具

詳 細 図

♂
垂 直 支 持 金 具

言准糸田膠召

壁 支 持 (2)

垂 直 支 持 金 具

壁 取 付 けブ ラケット



ラックエ事 ケーブルラック

ケーブルラック    乗轟
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ケーブルラックエ事

電気配管配線工事

日要領図

垂直の場合

ケーブルラック
(親げた)

水平の場合

卜

ヽ
目

８
鷺

ケーブルラック

30∞繊 下



電気配管配線工事 ケーブルラックエ事
防火区画貫通部処理

(金属管工法 )

■要領図

1.両端金属管の場合

耐熱シール材または
ロックウール繊維充てん

2. プルボックスの場合

モルタル充てん
1000mm以内

プルボックス (金属製卜1.6以 上

耐熱シール材またはロックウール繊維充てん

防火区画壁

1000mm以内 1000mm以 内

イ モルタル
充てん 耐熱シール材または

ロックウール繊維充て

口  甲   _i_ ‐

　

　

　

　

―

‐

金属管
|

10∞瓢以上

~＼

笙 塑

防火区画壁

10∞mm以上

ツ ク

ケーブル

10∞Ш以 上

■施工のポイント

1.ね じなし管以外を使用し防火区画からlm以上突出す。
2。 管端は耐熱シール材またはロックウール繊維を充てんする。
3.耐熱シール材は、BCJ一 防災の評定工法に採用されたものを使用する。
4。 貫通部の壁心よりlm以内で金属管を支持する。またはケーブルラックにより支持する。
5。 管相互の間隔は 30 mm以上とする。
6.モルタル充てんはすき間なく行う。
7.上記以外の工法では、BC」 一防災評定または建設大臣認定を受けた工法を使用する。



電気配管配線工事 ケーブルラックエ事
防火区画貫通部処理

(サンドイッチエ法)

1000mm以内

ロックウール繊維

耐火仕切板

25t以上

耐熱シール材 ケーブルラック

ケーブルラック

アンカボル ト 耐熱シール材
(M8以上)

■要領図

1000m以 内

耐火仕切板

ケーブルラック

耐熱シール材

■施工のポイン ト

1。 ケーブルラックは鋼板製とする。
2。 開口面積は、0。24耐以下とする。
3.ロ ックウール繊維は建設省認定品 (不燃第 1022号)で密度 150 kg/m3と する。
4.耐火仕切板は、建設省の認定を受けた繊維混入けい酸カルシウム板 (不燃第 1061号 )の第二種とし、
厚さ25 mm以上とする。
5.耐熱シール材は、BCJ一 防災の評定工法に採用されたものを使用する。
6.貫通部の壁心よりlm以内でケーブルラックを 2方向ブレースで支持する。
7.ケーブル布設段数は 1段とする。
8。 BC」 ―防災評定を受けた工法または建設大臣認定を受けた工法を使用する。
9.工法表示ラベルは点検口付近など、見えやすい位置に貼付ける。



電気配管配線工事 ケーブルラックエ事
防火区画貫通部処理

(耐火パイプ)

■要領図

電線管長さ設定表

電線管
サイズ

壁 (床)厚

(A)

全 長

(C)

最低金具

取付代 (D)

電線管長さ

(B)

・０。
姓

340(325) 30(35)

200
(ブ ッシング含まず)

E19

25
340(325) 30(35)

E25

31
340(325) 35(40)

E31

39
360(330) 35(50)

E39

51
360(330) 35(50)

E51

63
550(505) 60(80)

400
(ブ ッシング含む)

E63

75
540(505) 60(80)

E75

82 610( ― ) 70(― ) 500(ブ ッシング含む)
92 610( ― ) 70(一 ) 500(ブ ッシング含む)
104 610( 一 ) 70(― ) 500(ブ ッシング含む)

■施工のポイント

1.ケーブルラックは鋼板製とする。
2.ロ ックウール繊維は、建設省認定品 (不燃第 1022号)で密度 150 kg/m3と する。
30耐熱シール材は、BC」 一防災の評定工法に採用されたものを使用する。
40 BC」 ―防災評定を受けた工法または建設大臣認定を受けた工法を使用する。
5。 工法表示ラベルは見えやすい位置に貼付ける。



7.地中埋設配管工事



電気配管配線工事 地中電線路工事 一般事項

■要領図

電線管の埋設深さ

・
看 靖 段 場 訂 万

・ 匡國 像 催 誦 到 頃

・電線管サイズ

・収納本数

電線管・ケーブル

ケーブル埋設標

00氏涯E2セ穴[イ熙l酉己紹隷

・弱電分岐配線 伎 線)

需要場所構内

上表による

呼び径200以下

一回線以下

(ただし弱電配線 まこの限 りでない)

その他の場所

した下面よりの距離を示す。

地中電線と地中弱電流電線等との離隔

Zフワイフラζフラζ7,ζアフζアフう考フラζアフア
がアGL

弱電流電線等

60c皿

超過

低圧ケニブル 高圧ケーブル 特別高圧ケーブル
低圧、高圧又は特別高圧地中ケーブルを、堅ろうな不燃性

直接埋設式

1200mm
以上

00mm
以上

〓
拘
継
経
岬

ロノ芳
百
又は自消性のある難燃性の管に収め、当該管が地中弱電流電
線等と直接接触しないようにふ設する。よる場合は離隔距離

ケーブル戦 ―卜 
の制限 はない。

コンクリー ト製      鉄製
(舗装の場合に限る)

壽羮ヒE套客盪會纂塁
『

:春み響甲 突出丸

埋設標頭紗 表示例

_LT R匿
矢印の色は電力用は赤色、通信用は黄色とする。

斐斡 ::慕ど
だし色

管路式

管路式適用の

条件 (右の条

件を満たさな

い場譲針は産整里

設による)

がある場

歩道内

・高l■自己線 (7.OkV以 下)
・イl[:【 i[:I:::li(営サイ:iit

・弱電メインルー ト配線

施設場所

両その他の

重量物の圧力

を受けるおそ

れのある場所

良質土

■施工のポイント

1。 掘削深さが 1.5m以 上の場合で、地盤の崩壊のおそれおよび周辺の状況により危険防止上支障がある
,場合は山留めを行う。
2。 掘削の底部は管に障害を与えないよう石などを除き、良質土を均一に敷きならす。
3.高圧および低圧ケーブルを地中埋設する場合は、曲がり箇所、道路横断箇所および直線部分 (30m程
度ごと)に埋設標を設置する。

4。 ケーブル埋設標は、高圧地中配線にはケーブルの直上の地表下で埋設深さの 1/2程度に埋設する。な
お、埋設標にはおおむね 2mの間隔で電圧埋設年月日を表示する。

5。 弱電電流と地中電線との間に有効な離隔がとれない場合、堅牢な耐火性の隔壁を設ける。
6.埋戻 しは、砂またはこれに準ずる土で行い、埋設管の近くに石、コンクリー トのがらなどを入れない。



電気配管配線工事 地中電線路工事 波付硬質ポリエチレン管

■要領図

隔 )

最小間隔
(1)a

50φ 以下 i  50
150φ 以下 :  70
200φ 以下 : loo

(2) b
サイズにかかわらず600以上
圧力のあるとき1,200以 上

砂または細土

管路口防水棚

異種管路接続材料 予備管のプランクキャンプ

■施工のポイント

1。 石などで管が傷まないよう、山砂などで周囲を覆う。
2.管路接続部分の締固めに際しては底面を均一につき固め、割栗石または砕石を敷き沈下のないように
する。
3.配管継手部は、シール材を塗布 して接続部の止水処理を行う。
4。 波付硬質ポリエチレン管は紫外線により変質するので、屋外仕上げの場合は耐候性のものまたは金属
性のものを使用する。



）
　

　

‐

地中管路 F tt P

FEPと 異種管路の接続 (異 種管路接続材料 )

①

②

継 郷 、

ステレしたバしド
｀

F tt P相 互の接続

①

Ｏ

接続スリープ

締め付けボルト

呼び彫刻
(例)N50-1

(直 線接続材料 )



地申線使用材料  F tt P管

０
０
Ｓ

ぬ
―e.

異種管接続材料

‐
‐
‐
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐

呼称 DI Do

30 31.0± 1。 0 41.3± 1 9.8± 0,5

40 42.0± 1.0 55.5± 1.0 13.3± 0.5

50 50.6± 1,0 65.6± 1.0 15.4± 1.0

65 68.0± 2.0 87. 4± 2. 0 16.3± 1.0

80 8110± 2.0 103.0± 2.0 19.3± 1.0

100 101.0± 3.0 127.8± 3.0 24.8± 1.0

125 128,5± 3.0 162.0± 3.0 33.5± 1.0

150 154.5± 3,0 194.0± 3.0 38.0± 1.0

200 205,0± 3.0 256.2± 3.0 47.0± 1.0

呼び彫刻
(例)N50-1



地中線使用材料  「 匿P管屋外工事

直管継手|

項目

呼称

A
(mm)

B
(mm)

P

(mm)

L

(mm)
使用ボルト

30 81,5 53. 5 9. 8 64

M840 93.5 65. 5 13. 3

50 102.0 74. 0 15. 4 100

65 126.0 98. 0 16.3 106

M1080:‐ 142.0 114. 0 19. 3 126

100 168,0 140,0 24・ , 8 162

ベルマウス

φ30～ 100

△

サイズ (D) A B

30 54 37 34 26

40 66 59 45 36

50 78 54 45

65 100 74 72.5 61,7

84 86 73. 2

140 104 109 92. 5

|

1 ____

|



ハンドホール
チエーン取付

壁 モルタル GL
ハンドホール内壁

水位が低い場合 パイプ

水抜きパィプ(v巨 )

A部詳細図

水位が高い場合

鋳鉄製マンホール蓋

仕上げモルタノ

現場キ丁コンクリート
鉄筋9φ @200

嗅

マンホール外壁

管路口

ケーブル
防水材充填

コンクリート
(配管後補強)

ためます

鋳鉄製マンホール蓋 600φ

イ士量二げtルタル

現場打コンクリート
鉄筋9φ @200

足掛金物
樹月旨コーティンク

・

水抜きvP(22)

水抜きVP(22)

ハンドホール深さが 1,500以 上の場合はタラップを設置すること。
ブロック式ハンドホールを使用する場合は重ね部分にモルタルをいれること。
水位が高い場合は水抜きパィプを取付けず、ホンプピットを設ける
ハンドホール底面のためますの大きさは、柄杓で水をすくえる程度以上とすること。
(300角 100H程度)
ハンドホール内のケーブルは、十分に余裕を見込み水につかる恐れのないように支持すること。



8.接地工事



接地工事 共通事項 接地種別と接地線

■仕様

■施工のポイント

1.接地線は緑色、黄色または緑黄色のしま模様のある絶縁電線を使用する。
それ以外の絶縁電線を使用する場合は、端末および適切な箇所に緑色テープなどの表示を行なう。



接地極の種類

■要領図

/自
己融着テープ

← 接

避

地線又は

雷導線
スリーブ

銅テル ミット溶接

鋼板
´タ

〔:881:8      溶接方式

接続部
線ドり．　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棒

上
14φ

接地棒

■施工のポイント

1.ろ う付け部分は劣化しやすいので、ピッチタールなどの防食剤を塗り防錆処理をする。
2.接地線相互の接続は、接続端子またはジョイント線により接続する。
3.接続部の保護は避雷針の場合は防食剤を塗り、電力用、通信用の場合は自己融着性テープまたは粘着

性テープで巻き、この上にビニール粘着テープを 1/2ラ ップで 2層巻きする。



接地工事 共通事項 接地極の埋設および離隔

■要領図

避雷設備用

接地極

/奮
夏漏績)

1500以 上

保護管

2500以 上

2000以 上
電力用接地極

―(避雷器用接地極は

単独とする)
0以上

避雷導線

(裸銅線 )

＼ 電話・弱電用接地極2000以 上

埋設接地線
(22mポ以上)

2000以 上

750以 上 750以 上
750以 上

750以 上

1500以 上
5000以 上

~口
(避 雷器 用

接地極とは

5000以 上   5000以 上)

■施工のポイント

10接地極は地下 0。75m以上の深さに埋設する。ただし寒冷地の接地極は凍結深度より深く埋設する。
2・ 電力用接地極および接地線は避雷設備用接地極、接地線ならびに電話、弱電用接地極から2m以上離
す。

3。 電話、弱電用接地極および接地線は避雷設備用接地極、接地線から5m以上離す。
4。 接地極は接地抵抗が測定できるよう直線上約 10m間隔に、必要に応じ測定用補助アースを埋設する。
(市街地建築物の場合、特に測定用補助アースを考慮する)
5.接地極の近くに、位置および接地抵抗値を明記した接地極埋設標 を取りつける。
6。 保護管は以下のものを使用する。
A電 力 用 :硬質ビニル管 (厚さ2mm未満のVP管およびCD管を除く)またはこれと同等以上

の絶縁効力およびその強さのあるものとする。
B避雷設備用 :合成樹脂管または管の両端を引下導線に接続した非磁性金属管 (ステンレス管)と

する。



接地線の水切処理

■要領図

接地線 (600Vビニール絶縁電線など)

接地端子箱
トボックス

(A部 )水切金物

500
以上

水切金物

圧着

ピット

打継面

接地線

打継面

水切金物 (バ部)
自己融着性テープ

マι士粘着l14テ ープ

粘着ビニールテープ
均 じコン

A部詳細図

壁の場合 水切金物の絶縁、防水処理詳細図

マットスラ

■施工のポイント

1。 水切金物は、原貝1と して2ヶ 所とする。
2.水切金物A部はマットスラブ下からの毛細管現象による浸透水の阻止、水切金物A部は外壁またはピ
ットからの浸透水の阻止を目的とする。

3.水切金物は適合する電線サイズのものを使用し、圧着は専用工具を使用し両端各 1回ずつ確実に行な
つ。

4.水切金物および裸銅線部分は鉄筋など他の金属体に接触させないようにする。
5。 打継面の接地線は損傷防止のため、打継面から30cm以内で鉄筋と結東するなどの養生を行なう。



接地工事 共通事項 接地極埋設標

四要領図 接地極埋設標

接地極埋設標

前方  度

深さ

平成  年

接地種別

接地抵抗

m

月

□施工のポイント

1。 黄鋼板製またはステンレス板製で厚さ 1。Om m以 上のものを使用する。
2.文字は腐食加工とする。
3.必要数字および種別は、刻記または容易に消えない方法による記入とする。
4,角度は上図によつて表示する。
5.図は一例を示し、いずれでもよい。



接地工事 幹線 金属管の接地

■要領図

負荷側

接地端子―

接地線

ボンディン グ

ボンディング

ボンディング →

接地端子 →

接地線

ボンディング →

電源側
接地線 →

ラジアスクランプ

EDま たはEC

ボンディング

接地端子→ 接地端子→

■施工のポイント
1.ボ ンド線の太さは下表による。
2.5。5mm2以上の接続線およびボンド線は圧着端子にて接地端子に接続する。
3.プルボックスの電源側は最大国径の電線管一本をボンディングする。
4.プルボックスの負荷側はすべての電線管を一括ボンディングする。
5.プルボックスは接地端子付きとする。

低圧管路のボンド線の太さ

配線用遮断器等の定格電流 [A] ボンド線の大さ
100以 下 2.0平 m.以上
225〃 5.5mm2 〃
600 〃 14 :mm2〃



接地工事 盤の接地

■要領図

ボンド線

接地端子

ボンド線

(接地銅帯)

接地線

A部詳細 喫 γ
聯

接地線

圧着端子
        二2金

接地銅帯

雷源側

荷側

■施工のポイント

1.接地線は圧着端子にて接続する。
2.  盤の電源側 (幹線)は最大口径の電線管 1本をボンディングする。
3. 盤の負荷側はすべての電線管を一括ボンディングする。
4。  盤の接地銅帯は負荷の設置台数、端子および容量に適合するものを設ける。



接地工事 アウ トレットボックスの接地

■要領図

接地用電線

(IV線 )
アースクランプ

― ねじ無し管用
コネクタ

― コネクタ裸銅線 1.6m
争 裸銅線 1.6m m

― M4
圧着接続

(テープ処理または

絶縁キャップ)

IV線
1。6m m

′

/
金属製

アウ ト

(コ ンクリー ト内埋設の場合 )

レッ トボ ックス

金属管 (ね じ付き) 金属管 (ね じ無し) 合成樹脂管

■施工のポイント
1.配管 (配線)工事の工法と接地工事の工法は下表による。

コンクリー ト埋設配管 隠ぺい 。露出配管
ケーブルエ事

金属管工事 合成樹脂管工事 金属管工事 合成樹脂管工事

金 属 製 接地要
←%ガ ンドつ 接地線入線要

接地要

←イプボン同
接地線入線要 接地線配線要

合成樹脂製 接地を必要とする器具を取付ける場合は、接地線の配線を行う。

23コ ンクリー トボックスの場合はアウトレットボックスに準じる。



接地工事 テレビ共聴機器箱の接地

■要領図

ミキサヘ 接地端子盤ヘ

―
同軸ケーブル

一
分電盤へVVFケ ーブル

露出型コンセン ト

セパ レータ

電源コー ド

― 機器収容箱

接地線

(IV緑・1.6mm以上 ) 機器取付板

接地端子
・
　

直

-

トヘ

同軸ケーブル

列ユニ ッ

Vuブースタ

■施工のポイント

1.接地線の接続は圧着端子を使用して、接地端子に接続する。



9.機器・器具取付工事



電源工事 受変電工事 屋上設置キューヒ
゛
クルの据付

■要領図

シー リング材

アンカボル

押えコンク

床スラブ

を設ける
チャンネルベース
5× 100× 50

ビ製キャップ

シー リング材

■施工のポイント

1.基礎が高く (最低 300 mm以上)な り計器が見えにくくなる場合、計器用点検踏み台の設置、または基
礎の計器点検用スペースを設置する。
2.キ ュービクル内に雨水の吹き上げ、虫、小動物の侵入を防止するため底板を設ける。
3.チャンネルは溶融亜鉛めっき仕上げとする。
4。 防鳥ネットは網目 16 mm程度の金網、またはパンチングメタルとする。



受変電工事 屋上設置キュービクルの据付

■要領図

1。 金属管が貫通する場合

耐熱シール材

C」 ―

計器用点横踏み台

ま

アンカrf」じト

えコンクリー

理襲
=す
るか、または

搬 rJ る

2.金属ダクトが貫通する場合

梁ｆ

基 礎 平 面 図

屋上キュービクル        ケープル

ケープル損傷防止用シールで

シーリング材

，

１

＋

Ｉ

Ｌ

一

==:=三
二‥ 百

150以上
1高圧ヨ睦蠣協調l管

  |一一̈E「_~三 ==r==一 ―
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一   二
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■施工のポイント

1=基礎が高く (最低 300 mm以上)な り計器が見えにくくなる場合、計器用点検踏み台の設置、または基
礎の計器点検用スペースを設置する。
2.キ ュービクル内に雨水の吹き上げを避けるため底板を設ける。ダクトおよび金属管は、底板の上まで
立ち上げ基礎貫通部にシーリング材を充填する。

3。 金属管およびダクト内の通気の遮断 (結露防止)、 およびキュービクルヘの延焼防止のため防火区画
処理を行 う。
40防 鳥ネットは網目 16 mm程度の金網、またはパンチングメタルとする。



強電工事 電灯工事 照明器具のコンクリート面直付

■要領図

外壁、屋上階床 スラブ以外のコンク

インサー トによる場合

卜面に取り付ける場合

吊 リボル ト間隔

電線管 (PF管 )

コンク リー トボックスまたは

ブッシングまたは
ビニルチューブ

ボル ト、ナ ッ ト、座 金

2.ノ ーボル トスタッド併用による場合

製ヒ日樹
管
成
線
合
電
ｒ
ひ
つ

管
と
線
可
電

インサー

ブッシングまたは
ビニルチューブ

ボル ト、

アウ トレットボックス

吊リボル ト間隔

コンク リー トボックスまたは
アウ トレッ トボックス

■施工のポイント

1.器具端子の位置を確認のうえ、ボックス位置を決める。
2.器具の支持は 2点支持以上とする。
3.電源接続は、ボックス内または器具内で行い、器具の通線
孔にはブッシング、またはビニルチューブを使用し電線を

保護する。

隔 の 例 (mm)

400
800

1,400

５

６

照明器具の金属部分および安定器外箱は、D種またはC種 (管灯回路の使用電圧が300Vを超え、
かつ、管灯回路の動作電流が lAを超える場合)接地工事を行う。
ノーボル トスタッドを使用する場合、合成樹月旨製では強度が不足するため金属製とする。

合成樹脂製可とう電線管 (CD管、PF管 )の場合、配線の対地電圧が 150V以下で人が容易に触れ
るおそれのない場所、または乾燥した場所に施設するときは、接地は省略できる。
7.

吊 リボル 間

20W器 具
40W器 具 600、

110W器 具



強電工事 電灯工事 照明器具の天丼面取付

■要領図

コンパ ク ト形蛍光灯、自熱灯照明器具の支持 を天丼用 吊リボル トと共用す る場合

インサー ト

補強用 C形 鋼支持金具

野縁受け

野縁受け 下地材

天丼仕上材

アウ トレットボックス
ビスまたはボル ト止め

塗代カバー

照明器 具

天丼用 吊 リボル ト

ケーブルまたは
電線管支持金具

ケーブル
または電線管

ブッシング

ボ ックス支持金具

補強用 C形鋼
(38X12Xl。 2)

■施工のポイント

1,器具の支持は、塗代カバーにビス、またはボル トを使用する。 (締め付けて天丼仕上げ面と器具との
間に隙間ができないように行 う)
2.電線管はアウトレットボックス、ぉょび天丼材に力が加わらないように専用支持金具で支持する。
3.ケーブルのアウトレットからの引き出し日、および通線孔にブッシングなどを入れる。吊リボル トに
支持する場合は、ケーブル被覆を損傷しない専用金物、または固定金具を使用する。
4.接続のためにケーブルの外被 (シース)を取り除く部分は、アウトレットボックス内に納める。
5.塗代カバーまたは継ぎ枠が天丼仕上げ面から、はみださないようにカバー、および継ぎ枠の種類を使
用する。
6.使用電圧が交流対地電圧 150V以下の回路で、乾燥した場所に施設する場合、接地は省略できる。



照明器具の 2種金属線ぴ取付

■要領図

レースウェイ用吊リハンガ

通線 孔、プッシングまたは ビニルチ ュープ

電線管

レースウェイ用

ボ ックス

「―ＩＬＡ　レ・スゥ師

LB

照明器 具

エィ　観　　　瀬

振 止め用ボル ト

または ワイヤ

B― B´ 断 面

振止め用金 具

レァスウェイ

レースウェイ用

吊 リハンガ

レースウェイ

A― A´ 断面

振止め用全 具

吊 リボル ト

(9φ 以上 )

■施工のポイント

1.器具への接続は器具内送り端子 (アース端子含む)で行 う。
2.電線貫通部はメーカー指定の保護器材、またはブッシングなどで電線が損傷しないように保護する。
3。 照明器具の金属製部分、および安定器別置の安定器外箱は、D種またはC種 (管灯回路の使用電圧が
300Vを超え、かつ、管灯回路の動作電流が lAを超える場合)接地工事を行う。
4.レースウェイと金属管、または 2種金属製可とう電線管を接続する場合、接地線にて接地をとる。



強電工事 電灯工事 照明器具のハ
゜
イプ吊り

■要領図

器具の支持 を天丼用吊リボル と共用する場合

インサー

用

トレ
井
ボ

天
吊

畷
物
形
金に持

補
支

下地材

ン
　
一

ブ
　
ラ

リ

一
　

フ

ユチ
レニビ √

聯
天丼仕 上材

パイプ吊 り形照明器具

ア ウ トレッ トボ ックス (ブ ランクカバー付 )

ブ ッシング

■
カレ/鯖晰惚8X12X L"

野縁受け
~ゼ

吊 リボル ト (9φ )

■施工のポイント

1.電源口出しでケーブルの場合は、アウトレットボックスの引き出し日、および通線孔にブッシングを
入れ、天丼材の貫通部にケーブル保護用のビニルチューブを入れる。
2.電源配線 (ケーブル)と 照明器具リー ド線との接続はボックス内とする。
3。 接続のためにケーブルの外被 (シース)を取り除く部分は、アウトレットボックス内に納める。
4.照明器具の金属部分、および安定器別置の安定器外箱は、D種またはC種 (管灯回路の使用電圧が 300V
を超え、かつ、管灯回路の動作電流がを超える場合)接地工事を行う。

5。 ボックスは点検できる位置とする。
6。 パイプの長さが lmを超えた場合は振止めを考慮する。



強電工事 電灯工事 照明器具のハ
゜
イプ吊り

■要領図

器具用吊リボル 卜で躯体スラブに支持 し、アウ レ ッ トボックス内の接続が室内から点検できる場合

インサー ト
直接ボル トを
取 り付けてよい

吊リボル ト
ボックス吊り

天丼用吊リボルト金枠

アウ トレッ トボ ックス

(またはボルト突通しキャップ付)

カバー

野縁受け

天丼仕上材 下地材

フランジ

照明器具

樹脂製

電線管

ナイロン
バ ン ド

電線管の支持金物 ケーブルの支持金物

ケーブルまたは
電線管

照明器具用
吊リボル ト
9φ   支持金物

ボックス吊り金物

ブ ッシング ウ トレッ トボックス

ナイロンバン

■施工のポイント

1.器具の支持は躯体スラブ面より吊り下げたボル トにより行う。
2。 照明器具用吊リパイプが長い場合は振止めを行う。 (空調ダクト支持金物とは兼用しない。また、振
動などの伝搬防止のため、照明器具用吊リボル トは空調ダクトおよび空調機器と接触させない)
3.電源配線と照明器具リー ド線との接続はボックス内で行う。
4.接続のために、ケーブルの外被 (シース)を取り除く部分は、アウトレットボックス内に納める。
5.照明器具の金属部分、および安定器別置の安定器外箱は、D種またはC種 (管灯回路の使用電圧が 300V
を超え、かつ、管灯回路の動作電流が lAを超える場合)接地工事を行 う。



強電工事 電灯工事 照明器具の天丼埋込

■要領図

野縁受けを切断 し天丼補強する場合

野縁と照明器具が平行の場合

ダブル野縁

止め金具

シングル野縁

野縁受け

天丼仕上材 A一 A'断面図

野縁 と照明器具が直角の場合

ダブル野縁

シングル野縁

止め金具

天丼用
吊リボルBI

B一 B'断面図

インサー
調整金物

吊 リボル ト

吊リボル ト用 C形鋼止め金物    c形 鋼用吊リボル ト止め金物 インサー ト位置調整金物

補強用 C形
(38× 12× 1.2

照明器具用吊リボルト9φ 以上

ケーブル
専用支持金

下地補強金物

補強用 C形 |
38× 12× 1,2

天丼用吊リボル ト

明

吊

卜

上

照

用

ル

以

ケーブル
専用支持金物

下地補強金物

野縁受け

吊 リボル ト

■施工のポイント

1。 器具の支持点は 2点以上とする。照明器具用吊リボル トは、スラブに直接支持する。
2.空調ダクト支持金物とは兼用 してはならない。振動などの伝搬防止のため、照明器具用吊リボル トは
空調ダクト、および空調機器 と接触させない。
3.イ ンサー ト位置調整金物は、照明器具の取付位置とインサー トの位置がずれた場合に使用する。
4.照明器具の金属部分、および安定器別置の安定器外箱は、D種またはC種 (管灯回路の使用電圧が 300V
を超え、かつ、管灯回路の動作電流が lAを超える場合)接地工事を行う。

5。 照明器具の放熱のため、照明器具は天丼断熱材、吸音材で覆つてはならない。



電力74変形
|

照明器具の取付と配線    |
|

露 出 器 具

W3/8ボ ル ト+Wナ ット (ボル ト はナットから3山以上出す)

スーパーデッキ

125

W3/8メ カニカルアンカー



強電工事 電灯工事 照明器具の天丼埋込

■要領図

器具へ直接電源配線をする場合

分電盤からの第 1ボ ックスが二重天丼内にある場合

インサー ト

天丼用吊 リボル ト

ケーブル専用支持金物

分電盤ヘ

照明器具ヘ

電線管・
(PF管 ) 野縁受け

―一野縁

天丼仕上材  下地材

天丼用吊 リボル ト

ス

＞
ク
付
ツ

一

ボ

バ

ト

カ

グ

ツ
ク
　
ン

レ

ン
　
シ

ｋ
上
フ
　
ッ

ウ

ブ

ブ

照明器具用吊リボル ト9φ 以上

ブ ッシング

■施工のポイント

1.電源口出しは、ケーブルまたは 2種金属製可とう電線管を使用し、配線を切断することなくとも照明
器具を取り外せる長さ (L)と する。 L≧ 天丼面+700～ 800 mm
2.ケーブルの被覆保護として、アゥトレットボックスをコンクリー トボックスのブランクカバーの引き
出し日、および通線孔にブッシングなどを入れる。

3。 ケーブルを吊リボル トに支持する場合は、ケーブル被覆を損傷しない専用金物、または樹脂製、ビニ
ル被覆の固定金物を使用する。
4.照明器具の金属部分、および安定器別置の安定器外箱は、D種またはC種 (管灯回路の使用電圧が 300
Vを超え、かつ、管灯回路の動作電流が lAを超える場合)接地工事を行う。
5.照明器具の放熱のため、照明器具は天丼断熱材、吸音材で覆つてはならない。
6.接続のためにケーブルのシースを取り除く部分は、アウトレットボックス内に納める。7.ボ ックスは点検可能な場所に設置する。



照明器具

1.器具の支持  :専 用の固定金具を使用し支持する。
2.電源接続   :端 子台周囲のVVケーブル被覆はむきすぎないようにする.VVケ ーブル

は器具取り外じ可能なように長さ (L)にゆとりを持たせる。L≧天丼面
+700～ 800mm

3.天丼補強   :器 具埋込みのため野縁受けを切断する場合、下地補強をいれる。
4.端子台   : 定格電流20A以上の送り端子付とする。 (配線の端子への共ばさみは行わない)
5。 下地材   :天 丼下地材に取付ける場合、下地材の厚さ9mm以上 (プラスターボー ド)と

する。

6.器具の放熱  :天 丼面に断熱材・吸音材を敷設する場合、器具の種類により放熱を考慮する。
7.浅型ダウンライト (蛍光灯)の場合下地の位置、ランプの向きに注意して取付けること。

埋込ダウンライト

吊リボルトが全ネジボルト
の場合は、ケープルを傷
つけない構造の支持材を

使用する。

|

3kg以上のダウンライト
つリポ′じト
呼び畿 9“以」1

VVFヶ ―プ′し

華
一

白熱 灯 (ダ ウンライ ト )

一般形ダウンライト
WFケ ープル専用支持材



強電工事 電灯工事 ダウンライトの取付

■要領図

ダ ウンライ トを天丼 下地材 または野縁受 けに取 り付 ける場合

1.天丼下地材に取り付ける照明器具
(器具重量が1.5 kg以 下)

端子台

ケーブル

器具固定爪 ケーブル支持金物

車9以 上

天丼仕上材
下地材

■施工のポイント

1.器具の支持は専用の固定金物を使用し支持する。
2.電源接続の端子台周囲のケーブル被覆は、30 mm～ 50 mmと する。ケーブルは器具取り外し可能なよう
に、長さ (L)に ゆとりをもたせる。 L≧ 天丼面+700～ 800 mm
3.器具埋め込みのため、野緑受けを切断する場合、下地補強金物を入れる。
43端子台は定格電流 20A以上の送り端子付きとする。 (酉己線の端子への共ばさみは行わない)
5.天丼下地材に取り付ける場合、下地材の厚さは 9 mm以上 (プラスターボー ド)とする。



強電工事 電灯工事 照明器具の壁面取付

■要領図

コン ク 卜外壁 (吹抜けタイルなどの仕上げ )

壁
中　　壁‐＼いい

浴室内壁 に取 り付ける場合
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夕C ッキン5～ 10tロプレンゴムなど)

充

通処理

ボル ト、ナ ット、平座金

．ハ
ロ

ム
ク

電線管の壁貫 器具の取付

電線管

ゴム

(ク ロ
ッキン5～ 10t
ロプレンゴムなど)

ロックナ ッ 卜、絶縁ブッシング

ゴムパ ッキン5～ 10t

シー リング材充填 仕上げ
(吹付けタイルなど)アウトレジ

ボックス

ボル ト、ナ ット、平座金

やむをえず電線管を壁に埋設する場合

ア ンカ

■施工のポイント

1.照明器具の取付位置は、日地を避けて取り付ける。
2.器具支持は、ゴムパッキン (厚 さ5～ 10 mm)、 溶融亜鉛めっき処理、またはステンレス製 (SUS 304)
のボル ト、ナット、平座金による 2点支持とする。
3.壁面の凹凸部はシーリング材を充填する。または、パッキンを取り付ける。
4.電源接続は照明器具内で行 う。
5.外壁に沿う埋め込み配管を行 う場合、電線はケーブルを使用し、器具内で接続する。



照明器具の壁面取付

■要領図

コンクリー ト外壁 (吹抜けタイルなどの仕上げ )

壁

お よび浴室内壁に取 り付ける場合

仕上げ (吹付けタイルなど)

壁
＼

、 仕上げ

シー リング材

ロックナ ット
絶縁ブッシング

ボ ックス
ゴム

(ク

パ ッキン5～ 10t
ロロプレンゴムなど)

シー リング材充填

防水形器具

ゴムハ ッキン5～ 10t
(ク ロロプ レンゴムなど)

ボル ト、ナット、平座金

(・SUS)｀
 ・

電線管の壁貫通処理 器具の取付

電線管

ゴムパ ッキン5～ 10t
(ク ロロプレンゴムなど)

Fッ クナ ット、絶縁ブ ッシング

ゴムハ ッキン5～ 10t

シー リング材充填 仕上げ
(吹 付けタイルなど)アウトレジ

ボックス

やむをえず電線管を壁に埋設する場合

アンカ

ボル ト、ナ ット、平座金

■施工のポイント
1。 照明器具の取付位置は、目地を避けて取り付ける。
2.器具支持は、ゴムパッキン (厚 さ5～ 10 mm)、 溶融亜鉛めっき処理、またはステンレス製 (SUS 304)
のボル ト、ナット、平座金による 2点支持とする。

3。 壁面の凹凸部はシーリング材を充填する。または、パッキンを取り付ける。
4.電源接続は照明器具内で行 う。
5.外壁に沿う埋め込み配管を行 う場合、電線はケーブルを使用し、器具内で接続する。



照明器具の取付と配線 デッキ下部での電線接続及び配管

スーパーデッキ
W3/8メ カニカルアンカー

W3/8ボ ル ト+ナ ット

アウトレットボックス

(プ ランクカバー付 )

EM― EEF2 0-3C

W3/8メ カニカルアンカー

W3/8ボ ル ト+ナ ット

EM― EEF2.0-3

送 り配管・配線



照明器具取付
天丼埋込み形 Iサ い光灯照明器具

の二重天丼面取付〔サ

〃 / / ///

天丼用吊 リボル ト 照明器具用 吊 リボル ト 天丼用 吊 リボル ト

ケーブル専用支持金物

分電盤ヘ
ゴムブッシング

←
照 明器具ヘ

ケープル

天丼仕上げ材



照明器具

ブラケットライト

三方シーリング

管ロシール

ALCアンカー (シール)

パッキン

ドリルで穴孔け後シール材を挿入し

アンカーを打込む

注
　
二思
　
事

　
項

1.機器パッキンと壁面は、三方シーリングをする。
2。 多湿・屋外部の電線接続部は、自己融着テープを使用して防水・防湿処理のうえ絶縁テープ処理

する。



強電工事 電灯工事 露出分電盤の取付 (LGS)

囲要領図

(パ イ プ 支 持 材 取 付 用 )

溶 接 ま た は

ね じ止 め 金 属 管

4

/
溶 接 ま た は

ね じ止 め

溶 接 ま た は

ね じ止 め

接 地 端 子

正  面  図 側  面  図

目施工のポイント

1。 盤重量が大の場合、縦方向の補強、および横方向の補強を考慮する。

2。 金属管の支持間隔は 2m以下とし、盤との接続箇所から0.5m以 下の所を支持する。
3.盤の負荷側の電線管は、すべて接地をとり、接地方法は一括接地とする。電源側の設地は管路の最大
口径の電線管 1本のみでよい。

鋼 等
/

平
　
／／
／

―

ヽ

Ｐ

ヽ
／

＼



強電工事 電灯工事

■でル ト三たノ ト績者十†|す

埋込分電盤の取付 (LGS)

国要領図

盤
　
面

ボル トナ ッ ト締付
`す

この間隔が長い場合は

配管支持をする

L

目施工のポイント

1.盤とアングルとの間に隙間を作らないため、盤とアングルを仮留めし、アンカボル トの位置を正確に
決める。

2。 盤類は支持材にボル ト、ナットで締め付ける。

3.金属管を使用する場合、盤の負荷側の電線管はすべて接地をとる。接地方法は一括接地とする。電源
側は管路の最大国径の電線管 1本のみでよい。
4.合成樹月旨管の支持間隔は 1.5m以下とし、盤との接続箇所から 0。 5m以下のところを支持する。
5.防火区画壁に盤を取付る場合、耐火処理を要求される場合があるため、所轄官庁との協議事項とする。
(原貝Jと して埋め込まない)

6.原則として盤の荷重は、アングル支持材などで受ける.



非常放送スピーカ取付位置

■要領図

応接室 5m2

リネン室
、

(10m2)

7.5m以下

15m以下

15m以下

15m以下

7.5m以下

壁設置
図 4

天丼設置

10m以下10m以下10m以下

100m2を超える

(ヌ3ま L)

m2を超え
00m2以下

10m以下  恭 級 10m以下10m以 下
10m以下

以
Iフス 、

8m以下
◎

病室 (12m2)

■施工のポイント

1.図 1は同一階で、床、壁又は戸 (障子、ふすま等遮音性能の著しく低いものを除く)で区画された部

分を「放送区域」と定義し、放送区域をスピーカの設置単位とする。また、スピーカの距離は当該放

送区域の各部分から、 1の スピーカまでの水平距離 10m以下とする。
2.図 2は 「放送区域」毎に使用するスピーカの種類、個数を算出する。基本的な概念図を示す。
3.図 3はスピーカを設けないことができる放送区域。
(1)規貝J第 25条の 2、 2、 3口 (口 )で下記の放送区域はスピーカの設置を要しない。

(自 治省通知消防予第 22号、 3参照)
6m2以下のもの

②居室から地上に通じる主たる廊下その他の通路 … 6m2以下のもの
③その他の部分 (機械室、倉庫等)    …    30m2以 下のもの
ただし、当該放送区域から隣接する他の放送区域に設置されたスピーカまでの水平距離が、8m
以下とする。

(2)図 3の廊下が 95m2の時はリネン室を含め 105m2と なりL級が必要。
4.図 4の階段又は傾斜路は、垂直距離 15mにつきL級のものを1個以上設ける。



弱電工事 放送工事 スピーカの天丼部取付

コンクリー トボックス

吊下げパィプ

■要領図

A部詳細図

二重天丼埋込式 (袋型 )

吊下型
施工要領図

① 天丼穴は直径200 mm～ 205 mnlと してくださいっ
② スピーカー本体を下から天丼材裏側へ水平にのせ穴の中央に置いてくださぃ
③ スピーカーパネル (別売)に スプリングをかけてくださいっ

①天丼穴あけ ②スピーカー部取付と結線 ③パネル取付

スプリング

スピーヵ―パネル

(別売)

角形又は丸形

耐熱 ケーブル

スプリング

■施工のポイント

1。 吊下型の場合の重量が 3k g以 上の場合は、スタッドボル トで取り付ける。また、空調の吹出し口
に近い場合は、風圧により横揺れしないよう注意する。

2。 壁掛型及び吊下型スピーカのリー ド線は、表示又は色別を行う。
(リ ー ド線の色別は、原則として共通線は白、緊急線は赤、通常線は黒とする。

3.二重天丼に吊下型を設置する場合、重量が 1。5k g以上の場合は躯体より吊リボル トで支持する。



弱電工事 放送工事 スピーカの壁部取付

■要領図

ア ウ レットボックス

両面壁付型

トボックス

片面壁付型

■施工のポイント
1。 取付金物等により水平を保つよう取付ける。 (タ レ下がりに注意する)
2.壁掛型及び吊下型スピーカのリー ド線は、表示又は色別を行う。
(リ ー ド線の色別は、原則として共通線は白、緊急線は赤、通常線は黒とする。)

lЦり|

引掛金物

Ｌ
げ



弱電機器・器具

① 天丼穴あけ

埋込スピーカーの取付

スピーカ郎取付と結線 パネル取付

スプリング

スピーカバネル

(31売 )

角Ⅱ多又:コ九1′

テレビ■ニットの黎付

OUT

中間の場合 端末の場合

llN

ヶ―プル接続位置と遠合ボックス

入力闘(左上方)

出力劇(右下方)

／

ＡＦ
り
　
　
（
ノヽ

注

層、

事

頂

1.同軸ケーブルは工事中においては端部をビニルテープ等で養生する。 (湿気対策)



テレビ共聴工事 アンテナ壁面取付

■要領図

2点 支持の場合 3点 支持の場合

※記入寸法は、一例を示す。

壁面取付

アンテナ支持ポール

3600未 満

アンデナ支持ポール 3000を 標準とする

700以 上

700以 上

■施工のポイント

1.ア ンテナマス トは垂直、堅固に取付ける。
2・ マス トの長さが 3600m m以 上の場合は 3点支持とする。
3.鋼製部材はすべてSUS又 は溶融亜鉛めっきとする。
4.ア ンテナの配線は他の配線とは原則として 3m以上離隔距離を確保する。
5。 アンテナ取付位置は避雷針の保護範囲内であり、かつ避雷針とは 1。 5m以上離す。
6・ コンクリー ト表面とアンカーボル トの接触面は防水シールをする。



弱電工事 テレビ共聴工事 アンテナ単独基礎取付

■要領図

3000を 標準とする

700 60× 6t-4以 上
マストベース6t以上

13φ -4ア ンカボルト

基礎

防水層 1呆護
モルタル
コンクリート

500

|

|

習
藤

旦

ヽ
く

０

０

∞

単独基礎取付

※記入寸法は、一例を示す。

300
ψ

ド

基礎平面図

■施工のポイント

1。 アンカボル ト、フックボル トは鉄筋に結東する。
2・ ベース固定はダブルナット締めとし緩みのないようにする。
3.鋼材はすべてSUS又 は溶融亜鉛めっきとする。
4.避雷針の保護角内に取り付ける。



パラボラアンテナ

壁面取付
テレビ共聴工事

■要領図

アンテナ取付金物

コンバー タ

壁面棚金具

アンテナ取付金物

(底 板付き )

＝
ゴ
ｏ
ｏ
Ｌ
「
ゴ
ｏ
ｏ
ト

■施工のポイント

1.ベース固定はダブルナット締めとし緩みのないようにする。
23鋼材はすべてSUS又 は溶融亜鉛めっきとする。
3.受信にあたつては、衛星放送電波到来方向の方位角および付近の障害物 (高架水槽、塔屋隣接建物)
について考慮する。

4。 コンクリー ト表面とアンカーボル トの接触面は防水シールをする。



テレビ共聴工事
パラボラアンテナの

単独基礎取付

■要領図

バラボラアンテナ

コンバ ー タ

マス ト
∂

〇
〇
【

補強リブ (× 4)t6以 上
ヘースプレートt12以 上

アンカボル ト (φ 16× 4)

※記入寸法は、一例を示す。

アンテナ取付金物

アンカボル トφ 16× 4
(3失角旬に浄吉房ミ)

〇
〇

一

〇
〇
Ю

ヽ
ビ

ーー

ア

〇
〇

一 100
|

500 100
700

■施工のポイント
1.ア ンカボル ト、フックボル トは鉄筋に結東する。
2.ベース固定はダブルナット締めとし緩みのないようにする。
3.鋼材はすべてsus又 は溶融亜鉛めっきとする。
4。 受信にあたっては、衛星放送電波到来方向の方位角および付近の障害物
について考慮する。

(高架水槽、塔屋隣接建物)



弱電工事 テレビ共聴工事 アンテナ単独基礎取付

■要領図

3000を 標準とする

700 60× 6t-4以 上
マストベース6t以上

13φ -4ア ンカボルト

基礎

防水層保護
モルタル
コンクリート

基礎平面図 童独基礎和付

※記入寸法は、一例を示す。

■施工のポイント

1.ア ンカボル ト、フックボル トは鉄筋に結東する。
2.ベース固定はダブルナット締めとし緩みのないようにする。
3.鋼材はすべてSUS又 は溶融亜鉛めっきとする。
43避雷針の保護角内に取り付ける。



パラボラアンテナ

壁面取付
テレビ共聴工事

■要領図

アンテナ取付金物

壁面棚金具

アンテナ取付金物

支持金具

「
ゴ

０
０
卜
一引
委

０
０
ト

(底板付き )

■施工のポイント

1.ベース固定はダブルナット締めとし緩みのないようにする。
2.鋼材はすべてSUS又 は溶融亜鉛めっきとする。
3.受信にあたつては、衛星放送電波到来方向の方位角および付近の障害物 (高架水槽、塔屋隣接建物)

について考慮する。

4.コ ンクリー ト表面とアンカーボル トの接触面は防水シールをする。



弱電工事 テレビ共聴工事
パラボラアンテナの

単独基礎取付

■要領図

マス ト ゛

〇
〇
卜

補強リブ (× 4)t6以 上
ペースプレートt12以 上

アンカボル ト (φ 16× 4)

※記入寸法は、一例を示す。

パラボラアンテナ

アンテナ取付金物
コンバータ

〇
〇

〕 /

〇
〇
ｎ

ビ

ー〇

〇

） 100
|

500 100
700

■施工のポイント

1.ア ンカボル ト、フックボル トは鉄筋に結東する。
2。 ベース固定はダブルナット締めとし緩みのないようにする。

3。 鋼材はすべてSUS又 は溶融亜鉛めっきとする。
4.受信にあたつては、衛星放送電波到来方向の方位角および付近の障害物 (高架水槽、塔屋隣接建物)
について考慮する。



自動火災報知工事

■要領図

自動火災報知設備の構成例

Ω

地区音響装置 地区音響装置

T型
発 1言機

P型
発信機

差動式    光電式  イオン化式
スポット型  (煙 感知器 )

差動式分布型

Ω  検出3β  (熟 半導体式 ) 光電式
分離型

機
型
信
Ｐ
発

表示灯

定温式
スボット型
(防 水型 )

補償式
スポット型

定温式
スボット型

差動式

分布型
(空気管式 )

主
音
響
装
置

端 子

定温式
感知器型

差動式分布型
(熱電対式 )

消火栓操作盤へ

移報器

電 源 受1言機

表示灯

検 出 部
熱電対部

■施工のポイント

1。 当設備は消防法上の警報設備に規定されるものに準ずる。
2.当設備は受信機 0発信機 。地区音響装置・感知器 0表示灯・中継器等で構成され、受信機は種別に応
じ防火対象物の面積に制限を有する。
3.システムについては防火対象物の別、有・無窓階の別、その他防災設備の有無を確認し、信号等で決
定する。
4.P型 1級受信機 1回線の受け持ちの区域を「1警戒区域」とする。



受信機の取付

(壁掛・自立型)
自動火災報知工事

■要領図

1.壁掛型受信機の場合

適切な空間の例

露出型 埋込型

アンカーボルトで

堅固に固定する
2.自 立型受信機の場合

適切な空間の例

アンカーボルト

[_】 li_|

操作部高さ

Ｅ
Ｅ
ｏ
ｏ
ｎ
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ｏ
ｏ
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アンカーボルトで

堅固に固定する

専用埋込ボッワス

L__」
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チヤンネルペース

■施工のポイント

1.受信機の周囲には、適切な空間を設ける。
2.受信機は、次のような場所への設置を避ける。 (やむを得ず設置する場合は、機能に支障を生じない
よう考慮する。)

1)直接日光を正面に受ける場所。
2)温度または湿度の高くなる場所。
3)衝 撃、振動などの影響を受ける場所。
4)じ んあい、ほこりなどの発生する場所。
3.警戒区域一覧図を備えつける。



受信機の取付

(自立列盤・卓上型 )
自動火災報知工事

■要領図

自立型受信機の場合

適切な空間の例

2.卓上型受信機の場合

適切な空間の例

■施工のポイント

1.受信機の周囲には、適切な空間を設ける。
2.受信機は、次のような場所への設置を避ける。 (やむを得ず設置する場合は、機能に支障を
生じないよう考慮する。)

1)直接日光を正面に受ける場所。
2)温度または湿度の高くなる場所。
3)衝撃、振動などの影響を受ける場所。
(4)じ んあい、ほこりなどの発生する場所。

3。 警戒区域一覧図を備えつける。



自動火災報知工事 熱感知器の取付位置

■要領図

天丼面取付高さ

2。 排気□など空気吹出□か らの離隔距離

0,3m以内

○  |

デツキスラフの場合

3.感 矢□器の取付角度

(1)天丼吹出 (2)壁吹出
45・ 以上の場合

ク 扇
座板なと

4.感知器への配線例
(1)一般式感知器

4本    4本
終喘器などへ

受信機へ

1.5m以上

■施工のポイント
1.熱感知器は、日本消防検定協会の行う検定に合格したものとする。
2.感知区域は、それぞれ壁または取り付け面から 0。 4m以上突き出した梁などによって区画された部分
ごとに別の感知区域として設置する。
3.補償式スポット型感知器にあっては、正常時の最高範囲温度が公称作動温度より 20℃以上低い場所
にi設ける。



防災工事 自動火災報知工事 煙感知器の取付位置と配線

■要領図

天丼面か らの取付高さ

0.6m以内

固」

デッキスラブの場合

空気吹出□からの離隔距離 3. 感知器の取付角度

45° 以上の場合

座板など

感知器への配線伊l

(1)一般式感知器

4本    4本
終喘器などへ

受信機へ

■施工のポイント

1.煙感知器は、日本消防検定協会の行 う検定に合格したものとする。
2.煙感知器を、天丼高 2。3m以下または 4。0ぽ未満の場所に取り付ける場合は、出入口付近とする。
3.煙感知器は、壁または梁から 0.6m以上離れた位置に設ける。ただし、廊下および道路で、その幅が
1.2m未満の場合は中央部に設ける。



自動火災報知工事 感知器の支持 (ボ ックス有)

■要領図

1。 露 出型感矢□器

(1)煙 式スポッ 卜型感知器

ア ウ トレッ

(2)差 動式スポッ

アウ トレッ

卜型感知器

トボックス

(3)定 温式スポット型感知器

アワ トレッ トボックス

2. 埋込型感知器

(1)煙 式スポッ ト

アウトレッ トボッ

型感知器

クス(大形 四 角深 形 )

(2)小 型煙式スポット型感矢□器

露 出ボッ クスヘの取付

(1)定 温式 スポッ ト型感矢□器

配管の場合 丸 B tt X
ケーブル配線 の場合 座板又は露出ペース

■施工のポイント

1.感知器の確認灯は、出入口方向に向ける。
2.埋込型感知器取付塗代カバーは、感知器専用品を使用する。



自動火災報知工事 感知器の支持 (ボックス無)

■要領図

|. 露出型感知器

(1)差動式スポット型感知器 (2)定温式スポット型感知器

吊 リボル トな ど

取付ビス ‖
‖＼ チヤンネル木片なと

2。 埋i_A型感知器

(1)煙 式スポット型感矢□器 (2)煙式スポット型感知器

埋込ヘース

通信用ケーブルなど 通1言用ケーブルなど

通1言用ケーブルなど

袈 1農 ″

設備プレート

■施工のポイント

1_感知器の確認灯は、出入 口方向に向ける。



10.アンカーボルトエ事



建築関連工事 アンカボル トエ事 接着系アンカボル トの取付け

■要領図

接着系アンカボル トの短期許容引抜荷重 (kN)

Л踊 |

理 込 長 さ
L

穿孔径

M10 .4b 。4b 。4b 。4b 80 13.5

M12 9.02 9,02 9。 02 9.02 90

M16 20,0

M20 120 24.0

ホ
~ル

トの理込

長さの限界
100 130 160 180

ナット

平ワッシャ

/1ヽ寸法 100)

■施工のポイント

1.接着系アンカボル トの施工は専門業者か、あらかじめ各現場で施工講習を受講した工事業者が行う。
2.穴あけは規定の穿孔径、穿孔深さを厳守する。アンカボル トを装着する前に内部の異物を取りのぞ
く。

3。 アンカボル トは全ネジボル トか異形鉄筋を用いる。

4.許容引抜強度は上記の表による。長期引抜荷重は短期引抜荷重の 2/3と する。
5。 使用期限を過ぎたカプセルおよび樹脂材料は使用しない。また期限内であつてもカプセル内の樹月旨

が流動性のあることを確認する。

6.樹脂の硬化時間は、気温および樹脂の種類により異なるため、硬化までにボル トに触れたり載荷じ
たりしない。
7。 屋外に設置する機器のアンカボル トは、ステンレ子製事

た11で融専鉾
メッキ処理ボル トとする。



建築関連工事 アンカボル トエ事 ALCパ ネルヘの取付け

■要領図
・貫通ボル

スプリングワッシャ
般の座金 座 一般の座金
(10o φ :t=2.3● Lrn)

座金
(100φ

取付け金物 OALC
板への当て力れ 幅ヽ

(100φ  ,t=2 3mnl)
t=2.3mm)

スプリングワゾシャ 盤などの
取付け物

ボル トに直接取付ける場合

軽量機器

ナイロンプラグ ALC用 アンカボルト

取付け間隔は50以上

′ ´
ワ

OZ
a///Q

a

生′θ θ

0こ ο

04
0///ろ

′ θ
°

Oν

ο∂∂θ 9

■施工のポイント

1。 内壁のみ適用とする。
2.ALCパ ネル端部より 150 mm以上内側とする。
3.パネル 1枚当たりの荷重は 40 kg以下とする。



建築関連工事 アンカボル トエ事 一般事項

・埋込アンカ

基礎 コンク リー ト

打設前にアンカボル

トを正 しく位置決め

セッ トし、コンクリー

ト打設 と同時にアン

カボル トの設定が完

了する。

・箱

基礎コ

時にア

用の箱

き、機

にアン

し、モ

ンカボ

みする(

あと施エアンカ (金属

躯体コンクリー ト面に ドリルな

をあけ、アンカをセットしたうえ

に拡張させて、コンクリー トに

式。

抜きアンカ

ンクリー ト1

ンカボル ト言

抜孔を設け
‐

器などの据イ

カボル トを言

ルタルなど
‐

ル トを固定義

系)

どで所定の

下部を機械

固着させる

インサー ト金物

丁設

交定

Cお

寸時

受定

Cア

里込

コンクリー ト打設時に埋込まれたね じを切

つた金物で、配管などを支持する吊リボル ト

などをね じ込み、使用する方式。

キャップ
レシン

硬化剤

骨材

ガラス管

あと施エアンカ (接着系)

躯体ョンクリー トに所定の穴を明け、その内部に

樹脂および硬化促進剤、骨材などを充てんしたカ

プセルを挿入し、アンカボル トをその上からハン

マ ドリルなどの回転+打撃によって打込むことに
より、樹脂、硬化促進剤、骨材が混合されて硬化

し、定着部全体を物理的に固着させる方式。

一
へ

的

な



建築関連工事 アンカボル トエ事 インサー ト金物の取付け

■要領図

型枠釘止め

■施工のポイント

1。 取付釘の処理は、原則として見掛かり部分の取付釘を切断する。
2.ア ンカボル トはボル ト径が 12 mm以上のものは原貝Jと して、コンクリー ト打設時に躯体に取付けた先
付アンカボル ト (ア ンカ部が金属製)を使用する。
3.樹脂製のインチニトを使用する場合は、軽量がら振動しなぃ配啓およかタタ

・
吉類を吊る場合のみとす

る。



ケミカルアンカー標準作業手順書-1

作業 作成 確認

職長・作業指揮者 作業員

作
業
概
要

使
用
機
械

・ハンマードリル
・ハンドブロワー

保
護
用
具

ヘルメット
安全長靴
安全帯
防塵マスク

使

用

工
具

打込棒
ダストボンプ
セットハンマー
ボックスソケット
アタッチメント

資
格
免
許

・JCAA
あと施エアンカー作業者

区分 作業の手順 作業の要点 作業に伴う危険予知

作
業
前

1、 作業前のミーティン

グとKY活動を行なう。
2、 服装と保護用具の

点検。
3、 使用機材と資材の

搬入。

4、 現場状況、施工の

仕様と図面の確認。

・新規入場者のチエックを行なつて

該当者は入場者教育を受ける。
・各自が作業に適した服装と保護
用具を点検する。
・指定された場所より搬入を行い

他作業の作業範囲に注意する。
・仮置場所は看板で明示し、関係

者以外にも注意を促す。
・クレーン使用時は資格者が作業

を行なうこと。

・関連工事との工程、及び施工の

打ち合せをする。
・職長、及び取扱い責任者を選任

する。
・使用機材の種類、能力の確認。

・作業従事者の健康状態、既往症

等を確認する。
・作業員同士が指差し確認をする。

日車両移動時は交通規則を守り

歩行者や第三者災害のない様に

注意する。
運搬時は足元に注意して、蹟き
や転側に気をつける。
・開田部や安全設備には特に注意

する。
・作業範囲が輻軽する場合や安全

通路等に気をつけておく。
・作業分担を決め、施工内訳を全員

準
備
作
業

1、 使用機材の始業前

点検を行なう。
2、 施工場所の再確認。

3、 電源とキャプタイヤ
との接続。
4、 打込段取り

・ハンマードリルや作業工具を点検して

点検事項を記録しておく。
・場内設備や作業足場、及び安全

設備を確認する。
・発電機は指定された場所へ設置
し、管理は確実に行なう。
・ハンマードリルを用いて打ち込む
場合は、専用の打込棒または、
アタッチメントを用いる。

・不備や不良があれば直ちに修復
し、必ず正常な状態で使用する。
・キャプタイヤに亀裂、ねじれ等が

無いか確認する。
・キャプタイヤと電源との接続の際
には、感電に注意して行う。
・漏電遮断機、アースを確認する。
・安全通路を確保する。



ケミカルアンカー標準作業手順書-2
区分 作業の手順 作業の要点 作業に伴う危険予知

本
作
業

／
作
業
中

1、 穿孔穴を確認し
カプセルを挿入する。

1-①ケミカルアンカー
R一TYPE

・穿孔前に穿孔長と穿孔径を確認

する。
・穿孔サイズにあつた樹脂カプセル

を挿入する
(孔内が清掃されていることを確認

する。)

・打設するボルトにあわせてボックス

ソケット、アタッチメントをセットする。
C穿孔穴にボルトを挿し込む。
ロボルト材はとも回り防止のため

ダブルナットにて打ち込む。
・異形鉄筋の場合は、鉄筋にナット

を溶接または取り付る為ネジ切り
加工を施す。
・攪拌専用アタッチメントを使用する
事も可能。

・ボルトを孔底、もしくは、マーキング
位置まで攪拌する。

・回転部への巻き込まれに注意し

無理な姿勢で作業をしない様に
,い推卜ける。
・手元に注意し、セットハンマーで

手などを打たない様に注意して施
工を行う。

樹脂カプセル

ハンマードリル

ダブルナット、シングルナット等

定着ボルト

攪拌ソケット、ァタッチメント

マーク等

作
業
終

了
後

1、 作業場所の清掃。

2、 使用済み機材の移動

と片付け、搬出。

切粉やごみの片付け

・段取り替えの場合は機材の移動
を行なう。
・作業終了時には機材を点検して
速やかに搬出を行う。

・切粉が飛び散って目に入ったりする
ので乱暴な作業はしない。

・搬入時と同様に第二者や他作業
の作業範囲に注意して作業を行う。



11.高圧ケーブル端末処理工事
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